


戊
辰
ぼ
し
ん

の
役えき
が
縁
で
、
大
村
市
と
角
館
町
（
秋
田
県
）

が
姉
妹
都
市
提
携
の
調
印
を
し
て
か
ら
、
25
年
を
迎
え

ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、
５
月
28
日
、
角
館
町
関

係
者
80
人
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
を
お
招
き
し
て
、

シ
ー
ハ
ッ
ト
お
お
む
ら
で
記
念
式
典
を
行
い
、
さ
ら
な

る
交
流
の
絆
を
深
め
ま
し
た
。
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大
村
市
長
　
松
本

崇

25
年　
と　
い　
う　
意　
義　
あ　
る　
節　
目　
の　
年　
を　

迎　
え　
ま　
し　
た　
こ　
と　
は　
、　
誠　
に　
感　
銘　
深　
い　

も　
の　
が　
あ　
り　
ま　
す　
。　

浜　
田　
謹　
吾　
少　
年　
が　
結　
ぶ　
ご　
縁　
に　
よ　

り　
、　
以　
来　
、　
サ　
ク　
ラ　
の　
木　
の　
交　
換　
を　
は　

じ　
め　
、　
物　
産　
展　
の　
開　
催　
や　
中　
学　
生　
の　
相　

互　
交　
流　
事　
業　
な　
ど　
、　
さ　
ま　
ざ　
ま　
な　
分　
野　

で　
の　
交　
流　
を　
通　
し　
て　
相　
互　
の　
町　
市　
民　
の　

友　
好　
の　
輪　
が　
広　
ま　
り　
、　
今　
で　
は　
成　
熟　
し　

た　
交　
流　
が　
で　
き　
て　
い　
ま　
す　
。　

こ　
の　
姉　
妹　
都　
市　
提　
携　
25
周　
年　
を　
契　
機　

と　
し　
て　
、　
両　
町　
市　
民　
の　
心　
の　
交　
流　
が　
ま　

す　
ま　
す　
広　
が　
り　
、　
両　
町　
市　
が　
さ　
ら　
に　
発　

展　
す　
る　
こ　
と　
を　
願　
い　
ま　
す　
。　

角
館

か
く
の
だ
て

町
長
　
太
田

お

お

た

芳
文

よ
し
ぶ
み

戊
辰
の
役
と
い
う
歴
史
的
関
係
を

基
盤
と
し
て
、
姉
妹
都
市
提
携
を
結

び
、
こ
の
間
、
教
育
文
化
を
は
じ
め
、

産
業
経
済
の
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
図

っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
交
流
の
根
本
に
あ
る
の
は
、

戊
辰
の
役
で
受
け
た
ご
恩
を
忘
れ
る

こ
と
な
く
、
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ

と
で
す
。
姉
妹
都
市
提
携
を
記
念
し

て
植
樹
さ
れ
た
オ
オ
ム
ラ
ザ
ク
ラ

が
、
毎
年
、
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
成

長
し
て
い
ま
す
。
こ
の
サ
ク
ラ
の
よ

う
に
両
市
町
の
友
好
の
絆
が
続
く
こ

と
を
確
信
し
て
い
ま
す
。



角
館
町
と
大
村
市
は
、
昭
和
54
年
７
月
18
日
姉
妹
都
市
提
携

の
調
印
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
背
景
と
な
っ
た
の
は
戊
辰
の
役

（
１
８
６
８
年
）
で
す
。

東
北
地
方
で
唯
一
の
新
政
府
側
だ
っ
た
佐
竹
藩
は
、
周
囲
の

旧
幕
府
側
の
攻
撃
を
受
け
て
孤
立
し
、
大
村
藩
に
援
軍
を
求
め

ま
し
た
。
大
村
藩
士
３
２
６
名
か
ら
な
る
北
伐
隊
は
海
路
日
本

海
を
経
て
、
船
川
港
経
由
で
角
館
に
進
軍
し
、
明
治
元
年
９
月

15
日
、
西
仙
北
町

に
し
せ
ん
ぼ
く
ま
ち

刈
和
野

か

り

わ

の

で
庄
内
藩
と
激
突
、
攻
め
寄
っ
た
庄

内
藩
の
軍
勢
を
激
戦
の
末
退
け
た
の
で
す
。
後
に
角
館
を
守
り

ぬ
い
た
功
績
が
評
価
さ
れ
、
新
政
府
か
ら
賞
典
を
贈
ら
れ
る
な

ど
の
活
躍
を
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
大
村
藩
の
戦
死
者
は
７
人

を
数
え
、
遺
体
は
郷
里
大
村
へ
帰
る
こ
と
な
く
常
光
院
境
内
に

眠
っ
た
の
で
す
。

こ
の
中
に
は
、
15
歳
の
少
年
鼓
手
こ
し
ゅ

、
浜
田
は
ま
だ

謹
吾
き
ん
ご

少
年
も
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
謹
吾
少
年
の
軍
服
に
は
、
母
チ
カ
が
出
陣
の
際
、

詠よ
ん
だ
と
い
う
次
の
和
歌
が
縫
い
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

謹
吾
少
年
の
勇
敢
な
活
躍
と
、
そ
の
母
の
子
に
寄
せ
る
心
情

は
、
往
時
の
人
々
の
涙
を
誘
い
、
１
３
０
年
以
上
経
過
し
た
今

日
、
歴
史
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
姉
妹
都
市
縁
組
実
現
に
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

角
館
町
か
ら
は
る
ば
る
お
越
し
い
た
だ
い
た
太
田
町
長
を
は

じ
め
、
80
人
の
町
民
の
皆
さ
ん
と
、
松
本
市
長
は
じ
め
、
多
く

の
市
民
が
参
加
し
て
、
５
月
28
日
、
シ
ー
ハ
ッ
ト
お
お
む
ら
で

記
念
式
典
が
開
か
れ
ま
し
た
。

記
念
式
典
で
は
、
太
田
町
長
か
ら
「
角
館
町
に
は
合
併
の
話

が
あ
り
ま
す
が
、
合
併
後
も
大
村
市
と
は
変
わ
ら
ず
姉
妹
都
市

と
し
て
絆
を
深
め
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、
角

館
町
の
ビ
デ
オ
映
写
に
よ
る
紹
介
や
、
今
年
の
２
月
に
公
演
さ

れ
、
浜
田
謹
吾
少
年
が
題
材
と
な
っ
た
シ
ー
ハ
ッ
ト
市
民
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
「

」
の
ビ
デ
オ
に
よ
る
紹
介

な
ど
、
25
周
年
の
節
目
に
ふ
さ
わ

し
い
式
典
と
な
り
ま
し
た
。

大村公園内と角館町にある浜田謹吾少年の銅像
（写真は大村公園）

�
記
念
式
典
の
よ
う
す

�
夜
に
は
祝
賀
会
も

開
か
れ
ま
し
た

姉妹都市となって25年
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角館町は、秋田県仙北平野の北端に位置し、三方を
小高い山々に囲まれ、町中を桧木内川が流れる静かな
城下町。

現在の町の原形は、今から3 8 0年ほど前、この地方
を領していた芦名義勝によって造られ、その後は佐竹
北家の城下町として発展。京都のように南北に長く東
西に短く、佐竹北家は公家の血を引いていることから
も、みちのくの小京都と呼ばれているところです。
タイムスリップしたような武家屋敷、寄り添うように

２kmにわたってサクラが咲き誇る桧木内川堤

イベント

なりたち

産 業

昭和30年に角館町・中川村・雲沢村・白岩村の4か町村が合
併し、現在の角館町に。

農業、製造業など

見どころ 桧木内川
ひ の き な い が わ

河川公園･･･昭和9年に皇太子殿下御誕生記念として
サクラ（ソメイヨシノ）が植えられました。2kmにわたるサ
クラのトンネルは、そぞろ歩く人たちに、北国の短い春を満
喫させてくれます。そして、一斉に散る様は、正にらんまん
たる“花の舞”です。（左上の写真）

武家屋敷を彩る枝垂桜･･･1664年、京都の公家三条西家・実
さね

名

ささら（8月15日） 角館祭りのやま行事（9月7・8・9日）火振りかまくら（2月14日）

樺細工（サクラの樹皮を使った民芸品）

物産・特産品

いぶりがっこ（大根を独自の加工で漬け込んだもの）

姉妹都市となって25年

四季折々を彩る枝垂桜
しだれざくら

、そして商家の土蔵、伝統の樺
かば

細工、秋祭りなど、歴史が脈々と生きている町です。

号
な

の娘が角館佐竹家二代目に嫁いできました。その際、嫁入
り道具の中に、枝垂桜の苗木が3本入っていたといわれてい
ます。国天然記念物にも指定されている角館の枝垂桜は、“京”
をしのぶ女の物語を語り継いでいます。
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小玉　泰磨
や す ま

（荒平）、岸川　利
さとし

（池田アパート）

内藤　勲
いさお

（前舟津）、堀之内四郎（草場小路）、

井手　克
まさる

（三城第1）、福田　信行（坂口）、

小川　廣行
ひろゆき

（松並第1アパート）、

大島　寅雄（新城）、早川　誠（西大村本町第2）、

長井　克好
かつよし

（植松3丁目）、石井　勝行（植松住宅）

森本　力
つよみ

（中里下）、戸嶋　正次
まさつぐ

（東浦）、

三岳　敏雄（下久原）、橋本　昂芳
たかよし

（久原住宅）、

林　末八（水計）、 本　惠悟
け い ご

（椎池）、

山口　勇（上諏訪）、阿比留
あ び る

秀敏（下諏訪）、

山口　昇（古町6区）、川内　眸
ひとみ

（桜馬場第1）、

河内
か わ ち

一郎（植松2丁目）、福田　吉信（坂口住宅）

中瀬　昭　（原口町）、神近　徳
まこと

（大川田）

1 5年

1 0年

5年

11人に寡
か

婦
ふ

表彰
5月9日、大村商工会議所で「平成1 6年度大村市寡婦表

彰式」が行われ、4 0年以上独力で一家を支え、子どもを

育て上げ、社会の発展のためにご尽力された皆さんに、

表彰状と記念品が贈られました。

◆
保
険
料
（
年
額
１
口
）
◇
７
月
加
入
　
３
６
０
円
　
◇
８
月
加
入
　
３
２
０
円
　
　
※
１
人
２
口
ま
で

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
安
全
対
策
課
（
内
線
２
１
４
）
ま
た
は
各
出
張
所

市
民
交
通
傷
害
保
険 （敬称略）

○今回表彰を受けられたのは、次の皆さんです。

木下　イテ（久原1丁目）

坂井　タニ（須田ノ木町）

高橋美佐子（諏訪2丁目）

田中　幸
さち

（協 和 町）

田中　フデ（桜馬場2丁目）

富�シゲ子（坂 口 町）

冨田
と み た

アツ子（杭出津3丁目）

朝長滿千代
み ち よ

（今 村 町）

中田　セイ（宮 代 町）

針生
は り う

美榮子
み え こ

（松並2丁目）

松本　キク（杭出津2丁目）

地域の発展にご尽力

永年勤続者を表彰

行政委員総会が5月2 4日、コミセンで開催され、永年、

行政と地域とのパイプ役として、また、地域発展にご尽

力されている行政委員さんが表彰されました。（敬称略）

○今回表彰を受けられたのは、次の皆さんです。

7月10日�～19日�

夏の交通安全県民運動

「まだいける まだ大丈夫は もう危険」
スローガン

夕
暮
れ
時
に
お
け
る

早
め
点
灯
、

雨
天
・
曇
天
時
の
点
灯

〈運動の重点〉

●飲酒・暴走など
無謀運転の根絶

●自転車の安全利用
の推進

「絆
きずな

の森整備事業」にご理解ください

琴平スカイパークの西側斜面は、台風被害による風

倒木や、土壌不良の中で生育した材質の悪い市有林で

した。この市有林を広葉樹などに植え替え、健全な森

林に回復させ、市民の皆さんに保養・休養・レクリエ

ーション・ボランティアなどのふれあいの場を提供し、

森林との絆を深める場となるように整備しています。

またこの斜面は、市街地や長崎空港、国道3 4号から

よく見えるため、サクラや紅葉により四季折々の「お

おむら」の文字が楽しめるよう植栽しています。

主な樹種は、ヤマザクラ1 , 7 0 0本、ヤマモミジ3 , 4 0 0本、

イヌマキ2 , 5 0 0本、その他2 , 3 0 0本の合計9 , 9 0 0本です。

植栽は平成1 6年度、作業道・遊歩道は平成1 7年度の

完成を予定しています。整備中には、いろいろとご迷

惑をお掛けしますが、ご理解とご協力をお願いします。

■問い合わせ 農林整備課（内線2 5 4）

情報公開制度の実施状況
平成1 5年度の情報公開制度の実施状況は次のとおりです。

○公文書の公開請求件数　17件

うち公開件数　　　 9件

部分公開件数　 7件

■問い合わせ 総務課（内線2 1 2）

非公開件数　　 0件

不存在件数　　 1件

予
想
図
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勤務場所 清掃センター

応募資格・要件

市内にお住まいの1 8歳以上（高校在学の人は除く）で、体力に自信があり雇用期間中、全日勤務できる人。

（ただし、市内に帰省する学生を含む）

申込方法 人事課にある申込書に必要事項を記入のうえ、写真を貼付した履歴書を添えて人事課にお申し込みください。

代理人の申し込みもできます。

申込期間 7月1日～9日、8：30～17：15 ※土日を除く

抽 選 日 7月12日、13：00～　　　※申込者多数の場合は、公開抽選を実施します。

■問い合わせ 人事課（内線270）

清掃センターアルバイトを募集します

「わたしたちの地域発見支援事業」の２次募集を行います

■問い合わせ 学校教育課（内線364）

就学を控え、心身に障害を持つお子さんのことで悩み

事がある人は、お気軽にご相談ください。

就学相談を受け付けています ごみ出しガイド改訂版ができました

ごみ出しガイド（ごみの分け方・出し方）の改訂版を発

行しました。まだお持ちでない人は、市民課・清掃センタ

ーまたは最寄りの出張所でお受け取りください。

■問い合わせ 清掃課（54-3100）

◆
７
月
の
展
示
作
品
　
◇
１
日
〜
10
日
　
杉
本
朝
男
・
大
村
墨
影
会
・
水
墨
を
楽
し
む
会
（
水
墨
画
）

◇
11
日
〜
20
日
　
和
紙
ち
ぎ
り
絵
会
（
和
紙
ち
ぎ
り
絵
）

◇
21
日
〜
31
日
　
福
田
雅
宏
（
写
真
）

■
ま
ち
か
ど
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
50

１
２
１
６
）

ま
ち
か
ど
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

地域の住民自らが主体となった地域づくりを支援す

るため、町内会などの団体に助成を行う「わたしたち

の地域発見支援事業」の２次募集を行います。

詳しくは、お問い合わせください。

１次募集で助成を決定した団体とその事業内容

地域のまとまりを目指し、一人暮らしの高齢者

などと、地域の住民（いろんな特技や資格を持つ

人たち）との交流の場をつくる。

■問い合わせ 企画調整課（内線222）

「大村市の文化財」（改訂版）「無名
むみょう

の人　石井筆子」

■問い合わせ 文化振興課（内線3 6 9）

本発刊のお知らせ

市内の文化財を紹介した冊子

「大村の文化財」を、内容を改

訂して増刷しました。ぜひご活

用ください。

○価格 1 , 7 0 0円

平成1 4年度に市制施行6 0周年を

記念して開いたシンポジウム「石

井筆子の生涯」が、このたび「無

名の人　石井筆子」としてドメス

出版社から出版されました。近代

の草創期に、女性の自立と教育、

知的障害児の福祉と教育に大きな

足跡を残した郷土出身の石井筆子。ぜひご一読ください。

○価格 2 , 1 0 0円　○販売場所 書店でお求めになれます。

○須田ノ木町「ふれあい会」

「生き生き　ふれあいハート須田ノ木」

○販売場所

募集期限 8月20日

事業期間 9月1日～平成17年3月31日

文化振興課、図書館・史料館、

旧楠本正隆屋敷
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あ　
と　
わ　
ず　
か　
で　
１　
年　
間　
の　
任　
期　
が　
終　
わ　
り　
、　
ポ　
ル　
ト　
ガ　
ル　
へ　

帰　
国　
す　
る　
こ　
と　
に　
な　
り　
ま　
し　
た　
。　

美　
し　
い　
大　
村　
で　
、　
１　
年　
間　
の　
生　
活　
は　
う　
ま　
く　
で　
き　
ま　
し　
た　
。　

日　
本　
語　
の　
ボ　
ラ　
ン　
テ　
ィ　
ア　
の　
先　
生　
を　
は　
じ　
め　
、　
お　
店　
や　
サ　
ー　

ビ　
ス　
の　
人　
は　
優　
し　
か　
っ　
た　
で　
す　
。　
ス　
ー　
パ　
ー　
マ　
ー　
ケ　
ッ　
ト　
、　
レ　

ス　
ト　
ラ　
ン　
、　
ク　
リ　
ー　
ニ　
ン　
グ　
、　
素　
晴　
ら　
し　
い　
シ　
ー　
ハ　
ッ　
ト　
の　
ジ　

ム　
も　
よ　
く　
利　
用　
し　
ま　
し　
た　
。　
ま　
た　
、　
大　
村　
で　
は　
良　
質　
な　
物　
を　
買　

い　
ま　
し　
た　
。　
例　
え　
ば　
お　
い　
し　
い　
パ　
ン　
、　
魅　
惑　
的　
な　
陶　
器　
、　
ノ　
ー　

ト　
な　
ど　
で　
す　
。　

大　
村　
、　
長　
崎　
、　
佐　
世　
保　
、　
波　
佐　
見　
、　
有　
田　
に　
住　
む　
日　
本　
人　
や　

欧　
米　
人　
の　
素　
晴　
ら　
し　
い　
人　
と　
の　
出　
会　
い　
も　
あ　
り　
ま　
し　
た　
。　
そ　
の　

お　
か　
げ　
で　
大　
村　
を　
離　
れ　
る　
今　
、　
私　
は　
以　
前　
よ　
り　
も　
っ　
と　
豊　
か　
に　

な　
り　
ま　
し　
た　
。　

一　
方　
、　
大　
村　
の　
悪　
い　
と　
こ　
ろ　
も　
感　
じ　
ま　
し　
た　
。　
そ　
の　
中　
で　
一　

番　
危　
険　
な　
の　
は　
、　
次　
の　
よ　
う　
な　
運　
転　
を　
す　
る　
人　
た　
ち　
で　
す　
。　

時　
々　
、　
信　
号　
が　
な　
い　
横　
断　
歩　
道　
で　
は　
車　
が　
止　
ま　
っ　
て　
く　
れ　
ま　
せ　

ん　
。　
ま　
た　
運　
転　
を　
し　
な　
が　
ら　
携　
帯　
電　
話　
で　
話　
す　
こ　
と　
は　
禁　
じ　
ら　

れ　
て　
い　
る　
と　
思　
い　
ま　
す　
が　
、　
多　
く　
の　
人　
は　
そ　
れ　
を　
守　
り　
ま　
せ　
ん　
。　

幸　
運　
に　
も　
私　
は　
生　
き　
残　
り　
ま　
し　
た　
が　
…　
、　
本　
当　
に　
危　
な　
い　
の　
で　

気　
を　
つ　
け　
て　
い　
た　
だ　
き　
た　
い　
で　
す　
。　

し　
か　
し　
、　
大　
村　
に　
は　
た　
く　
さ　
ん　
の　
よ　
い　
と　
こ　
ろ　
が　
あ　
り　
ま　
す　
。　

私　
は　
そ　
れ　
を　
忘　
れ　
ま　
せ　
ん　
。　

私　
は　
よ　
い　
先　
生　
で　
は　
あ　

り　
ま　
せ　
ん　
で　
し　
た　
が　
、　
ポ　

ル　
ト　
ガ　
ル　
語　
の　
生　
徒　
た　
ち　

は　
が　
ん　
ば　
り　
ま　
し　
た　
。　
こ　

の　
生　
徒　
た　
ち　
を　
通　
じ　
て　
ポ　

ル　
ト　
ガ　
ル　
は　
ま　
だ　
大　
村　
に　

息　
づ　
い　
て　
い　
ま　
す　
。　

大　
村　
市　
の　
皆　
さ　
ん　
、　
本　

当　
に　
あ　
り　
が　
と　
う　
ご　
ざ　
い　

ま　
し　
た　
。　
お　
幸　
せ　
に　
。　
そ　

し　
て　
、　
さ　
よ　
う　
な　
ら　

。　

コンピューターシステムの利用状況
市では、住民サービスの向上と事務の効率化のため、次のような業務でコンピューターシステムを利用していま

す。「大村市電子計算組織の運営に係る個人情報の保護に関する条例」に基づき、その利用状況を公表します。
なお、個人情報の開示請求などの申請はありませんでした。

◎住民記録 住民基本台帳、住民票、印鑑登録証明書、国民健康保険証など
◎戸　　籍 戸籍の全部事項証明などの証明書発行、戸籍の編成・記録事務など
◎税 市県民税・国民健康保険税・軽自動車税・固定資産税などの賦課、収納、滞納管理、

固定資産税の土地家屋評価など
◎農地管理 農家基本台帳、農地転用、農地売買貸借、農業者年金
◎福　　祉 福祉医療、老人医療、障害者福祉、高齢者福祉、介護保険、施設入所、児童扶養手当、児童手当、

保育料、生活保護など
◎そ の 他 税・使用料などの口座振替、国民年金、選挙人名簿、住宅使用料など

このような業務について住所・氏名・生年月日・そのほか業務に必要な個人情報の項目を電子計算組織に記録
しています。
※詳しくは、市のホームページ（http://www.city.omura.nagasaki.jp）をご覧ください。

■問い合わせ 情報システム課（内線3 8 0）

教育週間にちなんで、学校教育活動を市民の皆さんに公開します。お気軽に子どもたちの学習活動をご見学くだ

さい。

※学校開放に伴い不審者の侵入を防ぐため、各学校で受付などを行います。ご協力ください。

と　き 教育週間期間中の土日を除く日　始業時間～終業時間

（目安は午前9時～午後3時）

ところ 市内の全小中学校

公開内容 すべての教育活動（特に道徳の授業やボランティア活動など）

■問い合わせ 学校教育課（内線364）

7月1日～7日は「長崎っ子の心を見つめる」教育週間



平
成
16
年
５
月
21
日
、
国
の
文
化

審
議
会
は
、
古
町
１
丁
目
に
あ
る
本

経
寺
お
よ
び
隣
接
す
る
大
村
家
の
墓

所
を
、「
大
村
藩
主
大
村
家
墓
所

ぼ
し
ょ

」
と

し
て
国
の
史
跡
に
指
定
す
る
に
ふ
さ

わ
し
い
文
化
財
で
あ
る
と
の
答
申
を

発
表
し
ま
し
た
。
大
村
市
で
は
、
大

村
神
社
の
オ
オ
ム
ラ
ザ
ク
ラ
・
イ
チ

イ
ガ
シ
天
然
林
・
旧
円
融
寺
庭
園
に

次
ぐ
４
番
目
の
国
指
定
文
化
財
で
、

史
跡
で
は
初
の
指
定
と
な
り
ま
す
。

本
経
寺
は
、
藩
主
大
村
家
の
菩
提

ぼ
だ
い

寺じ

で
、
墓
所
に
は
歴
代
藩
主
や
そ
の

一
族
の
巨
大
な
墓
が
建
ち
並
び
ま
す
。

今
回
の
答
申
で
は
、
良
い
状
態
で
残

っ
て
い
る
大
名
の
菩
提
寺
と
墓
所
で

あ
る
と
と
も
に
、
こ
の
墓
所
が
キ
リ

ス
ト
教
か
ら
仏
教
へ
と
改
宗
し
て
い

く
宗
教
政
策
の
転
換
を
示
し
た
史
跡

で
あ
る
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

■
キ
リ
シ
タ
ン
の
時
代
か
ら
禁
教
へ
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大
村
は
、
戦
国
時
代
に
領
主
大
村
純
忠

が
日
本
初
の
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
に
な
り
、

領
民
す
べ
て
が
キ
リ
ス
ト
教
の
信
者
と
な

る
な
ど
、
キ
リ
ス
ト
教
の
盛
ん
な
土
地
で

し
た
。
こ
の
時
、
領
内
の
ほ
と
ん
ど
の
神

社
仏
閣
が
破
壊
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

豊
臣
秀
吉
や
続
く
徳
川
幕
府
に
よ
り
キ
リ

ス
ト
教
の
信
仰
が
禁
止
と
な
り
、
大
村
藩

で
も
藩
が
生
き
残
る
た
め
、
キ
リ
ス
ト
教

の
禁
止
を
行
い
、
仏
教
へ
改
宗
し
な
く
て

は
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

本
経
寺
と
大
村
藩
主
大
村
家
墓
所
を
上
空
か
ら
撮
影

■問い合わせ　文化振興課（内線369）



本
経
寺
は
、
初
代
藩
主
喜
前

よ
し
あ
き

に
よ
り
建

立
さ
れ
た
日
蓮
宗
の
寺
院
で
、
慶
長
13
年

（
１
６
０
８
）
に
完
成
し
ま
し
た
。
キ
リ

シ
タ
ン
時
代
に
消
失
し
て
い
た
寺
院
の
復

興
第
１
号
と
し
て
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
藩

の
記
録
で
は
教
会
の
跡
に
建
て
ら
れ
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
大
村
家
の
菩
提
寺
で
、

藩
の
宗
教
施
設
の
中
心
の
一
つ
で
し
た
。

現
在
で
も
江
戸
後
期
の
建
物
が
多
く
残
っ

て
い
ま
す
。

大
村
家
墓
所
の
最
大
の
特
徴
は
、
６
〜

７
ｍ
の
巨
大
な
墓
石
で
す
。
こ
れ
は
、
キ

リ
シ
タ
ン
大
名
で
あ
っ
た
大
村
家
が
キ
リ

ス
ト
教
を
禁
教
し
、
仏
教
を
信
仰
し
て
い

る
こ
と
を
領
内
外
に
示
す
た
め
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

墓
石
が
巨
大
化
す
る
の
は
、
幕
府
が
鎖

国
を
完
成
さ
せ
、
キ
リ
ス
ト
教
禁
教
が
厳

し
く
な
る
寛
永
年
間
以
降
で
す
。
そ
れ
以

前
の
２
代
藩
主
純
頼

す
み
よ
り

の
墓
が
２
〜
３
ｍ
だ

っ
た
の
に
比
べ
、
３
代
純
信

す
み
の
ぶ

の
墓
は
６
ｍ

を
越
え
る
ほ
ど
に
巨
大
化
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
墓
所
の
す
ぐ
近
く
に
長
崎
街
道
が

通
っ
て
お
り
、
巨
大
な
墓
石
は
街
道
を
通

る
人
々
の
目
に
触
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

先
祖
が
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
で
あ
り
、
キ

リ
ス
ト
教
が
盛
ん
で
あ
っ
た
大
村
領
で
あ

る
た
め
、
幕
府
に
対
し
て
、
よ
り
明
確
に

仏
教
の
信
仰
を
証
明
し
な
く
て
は
な
ら
な

か
っ
た
大
村
家
の
特
殊
な
事
情
を
反
映
し

て
い
ま
す
。

石の家のような石霊屋は大変珍しい墓で、大村

家墓所の特徴の一つです。

3代純信の墓（写真手前）から墓が6ｍ越える巨大な

ものになり、外からも見えるようになります。

現在の本堂は安永7年（1 7 7 8）に再建されたもの

で、大村で最古の木造建築物です。

最も高い7代純富
すみひさ

の墓は、

7ｍ近くの五輪塔です。

～大村藩主大村家墓所 国指定史跡へ～

■
本
経
寺
建
立

■
キ
リ
シ
タ
ン
禁
教
と
大
村
家
墓
所

■
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
墓
石

大
村
家
墓
所
に
は
、
笠
塔
婆

か

さ

と

う

ば

・

五
輪
塔

ご
り
ん
と
う

・
石
霊
屋

い
し
た
ま
や

・
宝
塔

ほ
う
と
う

な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
形
の
墓
石
が
建
ち
並
ん
で
い
ま
す
。

通
常
、
藩
主
の
墓
は
同
じ
よ
う
な
形
で
造

ら
れ
る
こ
と
が
多
い
中
で
珍
し
い
こ
と
で

す
。
巨
大
で
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
墓
石
が
見

ら
れ
る
こ
と
は
、
大
村
家
墓
所
の
見
ど
こ

ろ
で
す
。
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鞍
馬
天
狗

く
ら
ま

て
ん
ぐ

の
モ
デ
ル
で
は
と
噂
さ
れ
た

大
村
藩
士
が
い
た
こ
と
を
皆
さ
ん
知
っ
て
い
ま
す
か
。

幕
末
、
大
村
藩
は
薩
摩
・
長
州
藩
な
ど
と
同
盟
し
て

倒
幕
に
参
加
し
、
明
治
維
新
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
ま
し
た
。

こ
の
大
き
な
う
ね
り
の
中
で
、
大
村
藩
士
と
し
て
、
ま
た
時
代

の
先
覚
者
と
し
て
役
割
を
果
た
し
た
人
物
、
そ
の
名
は
「
渡
辺
昇

（
の
ぼ
り
）」。

最
近
に
な
っ
て
、
こ
の
渡
辺
昇
の
自
伝
の
原
本
が
見
つ
か
り
、

驚
く
よ
う
な
史
実
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
内
容
の

一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

天
保
９
年
（
１
８
３
８
）
、
父

「
巌

い
わ
お

」
、
母
「
さ
ん
」
の
次
男
と
し

て
大
村
城
下
に
生
ま
れ
る
。

大
村
藩
三
十
七
士
の
１
人
で
江
戸

の
剣
客
・
斎
藤
門
下
の
逸
材
。

幕
末
維
新
に
際
し
て
は
薩
長
同
盟

の
橋
渡
し
な
ど
を
手
掛
け
た
。

明
治
元
年
（
１
８
６
７
）
４
月
、

長
崎
総
督
府
に
勤
め
、
の
ち
に
大

阪
府
知
事
と
な
る
。

明
治
13
年
（
１
８
８
０
）
５
月
、

元
老
院
議
官
に
任
ぜ
ら
れ
る
。

明
治
17
年
（
１
８
８
４
）
５
月
、

会
計
検
査
院
長
と
な
る
。

明
治
20
年
（
１
８
８
７
）
５
月
、

子
爵
を
授
け
ら
れ
る
。

日
本
の
財
政
改
革
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
面
で
活
躍
。

大
正
２
年
（
１
９
１
３
）
11
月
10

日
、
享
年
73
歳
で
没
す
。

兄
が
福
岡
県
令
・
貴
族
院
議
員
を

務
め
た
「
渡
辺
清
」、
め
い
が
「
石

井
（
旧
姓
渡
辺
）
筆
子
」。

○○○○○○○○○※
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昇
は
18
歳
で
江
戸
に
上
り
、
江
戸
で
３
大
道
場
の

一
つ
と
い
わ
れ
た
斎
藤
弥
九
郎

や

く

ろ

う

の
「
練
兵
館

れ
ん
ぺ
い
か
ん

」
に
入

門
し
ま
し
た
。
そ
の
と
き
塾
頭
を
務
め
て
い
た
の
が

長
州
藩
の
桂
小
五
郎
（
の
ち
に
木
戸
孝
充

た
か
よ
し

に
改
名
）

で
す
。
こ
こ
で
、
昇
は
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
知
り
合
い

ま
す
。

桂
が
長
州
藩
に
帰
る
と
き
、
後
の
塾
頭
を
昇
に
託
し
ま

し
た
。
そ
の
こ
ろ
近
く
で
町
道
場
を
開
い
て
い
た
の
が
近

藤
勇
で
し
た
。
昭
和
２
年
『
日
本
剣
客
伝
』
（
菊
池
寛
・

本
山
荻
舟
著
）
に
は
、
近
藤
は
強
そ
う
な
道
場
破
り
が
来

る
と
練
兵
館
の
昇
の
も
と
に
応
援
を
頼
ん
だ
と
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
昇
は
近
藤
よ
り
４
歳
年
下
で
、
若
い
２
人
は
外

国
の
横
暴
に
怒
り
、
意
気
投
合
し
た
仲
で
し
た
。

大
仏
次
郎
の
小
説
『
鞍
馬
天
狗
』
は
、
戦
前
か
ら
戦
後

に
か
け
て
何
度
も
映
画
化
さ
れ
、
人
気
シ
リ
ー
ズ
に
な
り

ま
し
た
。
桂
小
五
郎
な
ど
勤
王

き
ん
の
う

志
士
た
ち
に
危
険
が
迫
る

と
、
黒
覆
面
の
武
士
「
鞍
馬
天
狗
」
が
ど
こ
か
ら
と
も
な

く
現
わ
れ
ま
す
。
敵
役
は
「
新
撰
組
」
局
長
近
藤
勇
。
２

人　
は　
武　
士　
の　
心　
を　
持　
っ　
た　
好　
敵　
手　
と　
し　
て　
描　
か　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

鞍
馬
天
狗
は
、
あ
く
ま
で
も
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
ヒ
ー
ロ

ー
で
す
が
、
昇
の
活
躍
を
知
る
人
た
ち
が
、
鞍
馬
天
狗
の

中
に
昇
を
連
想
し
た
の
で
し
ょ
う
。

昇
は
兄
の
渡
辺
清
、
長
岡
治
三
郎

じ
さ
ぶ
ろ
う

、
松
林
飯
山

ま
つ
ば
や
し
は
ん
ざ
ん

な
ど
と

と
も
に
「
大
村
藩
勤
王
三
十
七
士
同
盟
」
を
結
成
し
ま
す
。

元
治
元
年
（
１
８
６
４
）
10
月
、
昇
ら
は
藩
論
を
「
勤
王

一
途
」
に
決
め
、
薩
摩
・
長
州
に
大
村
藩
の
使
者
と
し
て

「
大
村
藩
は
小
藩
で
力
が
な
い
か
ら
勤
王
の
旗
を
揚
げ
る

こ
と
は
で
き
な
い
が
、
勤
王
の
志
の
あ
る
大
藩
に
付
い
て

行
く
」
と
い
う
藩
主
の
意
向
を
伝
え
、
さ
ら
に
筑
前
福
岡

藩
の
勤
王
派
と
も
協
力
関
係
を
結
ん
で
い
ま
す
。

諸
藩
同
盟
の
必
要
性
を
考
え
て
い
た
昇
は
、
坂
本
龍
馬

か
ら
薩
長
同
盟
の
必
要
性
を
説
か
れ
、
意
気
投
合
し
、
長

州
に
行
っ
て
高
杉
晋
作
や
木
戸
孝
允
を
説
得
し
て
い
ま

す
。
そ
の
こ
ろ
、
大
宰
府
に
京
都
か
ら
三
条
実
美

さ
ね
と
み

ら
５
人

の
公
卿

く
ぎ
ょ
う

が
落
ち
延
び
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
、
西
郷
隆
盛
、

木
戸
孝
允
ら
と
と
も
に
昇
も
頻
繁
に
出
入
り
し
て
い
ま

す
。
昇
は
、
諸
藩
同
盟
を
「
一
縄

ひ
と
な
わ

の
策
」
と
称
し
、
木
戸

も
そ
の
説
を
高
く
評
価
。「
一
縄
」
は
諸
藩
同
盟
の
暗
号

と
な
り
ま
し
た
。

薩
長
同
盟
は
倒
幕
を
決
定
付
け
る
出
来
事
で
し
た
が
、

薩
摩
と
長
州
藩
だ
け
で
同
盟
が
な
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、

大
村
藩
を
含
む
諸
藩
の
連
合
の
上
に
薩
長
同
盟
は
成
り
立

っ
て
い
た
こ
と
が
自
伝
か
ら
見
え
て
き
ま
す
。

今
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
新
撰
組
」
の
局
長
近
藤

勇
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
自
伝
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

戊
辰

ぼ
し
ん

の
役
が
始
ま
る
数
か
月
前
、
昇
が
京
都
の
薩
摩
藩

邸
に
大
久
保
利
通
を
訪
ね
る
と
、
同
席
し
て
い
た
坂
本
龍

馬
か
ら
、
幕
府
が
近
藤
勇
に
昇
の
暗
殺
命
令
を
出
し
て
い

る
の
で
、
早
く
京
都
か
ら
去
っ
た
ほ
う
が
よ
い
と
忠
告
を

受
け
ま
し
た
。
近
藤
勇
は
昇
の
宿
舎
を
訪
れ
、
昇
が
帰
っ

た
こ
と
を
知
り
、「
昔
、
渡
辺
さ
ん
に
は
大
変
世
話
に
な

っ
た
。
一
言
礼
を
云
い
た
い
と
思
っ
て
き
た
が
、
そ
れ
は

残
念
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
よ
く
京
都
を
去
っ
て
く
れ
た
と

渡
辺
さ
ん
に
伝
え
て
ほ
し
い
。」
と
対
応
し
た
者
か
ら
近

藤
勇
の
話
を
聞
き
、
近
藤
が
昔
の
友
情
を
忘
れ
て
い
な
か

っ
た
こ
と
を
昇
は
喜
ん
で
い
ま
す
。

明
治
に
な
り
、
新
政
府
か
ら
も
ら
っ
た
３
万
石
の
使
い

道
に
つ
い
て
、
昇
は
藩
主
に
「
小
藩
が
生
き
延
び
て
こ
れ

た
の
は
、
ひ
と
え
に
教
育
の
お
か
げ
で
す
。
褒
美

ほ
う
び

を
ば
ら

ま
い
て
も
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
３
万
石
の
う
ち
１
万
石

は
教
育
に
お
使
い
く
だ
さ
い
。
教
育
に
使
え
ば
、
そ
れ
は

各
人
に
帰
す
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
」
と
進
言
し
て
い

ま
す
。
大
村
に
必
要
な
こ
と
は
、
昔
も
今
も
教
育
・
人
材

育
成
で
あ
る
こ
と
を
悟
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

「渡辺昇自伝」の原本の一部分
（大久保（利通）、（坂本）龍馬、近藤勇の名が見える）

■問い合わせ　文化振興課（内線３６９）

時
代
を
生
き
抜
い
た
大
村
藩
士
「
渡
辺
昇
」
は
、
鞍

馬
天
狗
と
重
な
り
合
う
ほ
ど
の
ヒ
ー
ロ
ー
的
存
在
だ
っ

た
こ
と
を
、
私
た
ち
は
大
村
人
と
し
て
誇
り
に
思
い
、

決
し
て
忘
れ
る
こ
と
な
く
後
世
に
語
り
継
い
で
い
き
た

い
も
の
で
す
。

会計検査院長を務めていたころの昇
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5月30日開催予定の恒例の「花菖蒲まつり」が雨天によって、６月
６日に延期して開かれました。大村公園の花菖蒲園いっぱいに30万
本の花菖蒲が咲き誇り、よさこいダンスをはじめ、太鼓の披露や野点
などが行われ、多くの人出でにぎわいました。
また、「花の街スケッチ大会」も開かれ、参加した子どもたちは、
花菖蒲に負けない色使いで満開の花菖蒲を描いていました。

花菖蒲の美しさに誘われて
－ 花菖蒲まつり・花の街スケッチ大会 －

66/

大村湾の長崎空港南西沖では、約２マイル（約3.2km）
を往復して速さを競い合う「市長杯ヨットレース」が開か
れました。小雨が降り、風が少ない悪条件の中、選手たち
は風を読み、色とりどりの帆を操りながら、白熱したレー
スを繰り広げていました。

色とりどりの帆を掲げて勇壮に
－ 第９回市長杯ヨットレース －

165/

市内をはじめ、県内の高校生や弓道愛好家が参加して、
日ごろの練習の成果を競う「市長杯弓道遠的大会」が市
営弓道場で開かれました。狙いを定めて放った矢が見事
的を射ると、静寂した会場から歓声がわき上っていまし
た。

いよっ、お見事！
－ 第22回市長杯弓道遠的大会 －

235/

竹松小区域の幼児や児童、保護者など約350人が参加し
て、「郡川の自然に親しむ会（通称：かっぱまつり）」が開
かれました。この日はあいにくの空模様だったため、場所
を郡川かっぱ広場から竹松小学校体育館に変更して行われ
ました。参加者たちは竹で水鉄砲を作って遊んだり、今年
は昨年より2ｍ長い108ｍのかっぱ巻きを作ったりして楽
しく1日を過ごしていました。

今年の記録は108ｍ！
－ 第12回郡川の自然に親しむ会 －

305/
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大村湾を宝ものとして守り、はぐくんでいくために県と大
村湾の周辺自治体が協力して進めていく「大村湾環境保全・
活性化行動計画」のオープニングイベント「スナメリと共に
くらせる湖（うみ）づくり大会」がシーハットおおむらで開
かれました。大会では、富の原小4年の児童8人が大村湾環境
保全・活性化宣言を元気に宣言すると、会場に詰め掛けた約
700人の観客から大きな拍手がわき起こっていました。
また、この日の早朝には多くの市民が参加して「空き缶回
収キャンペーン」も行われ、道路沿いや海岸に落ちている空
き缶やごみなどを拾い集めました。

自然環境を守っていくために
－ スナメリと共にくらせる湖（うみ）づくり大会 －
－ 第24回空き缶回収キャンペーン －

66/

松　
本　
市　
長　
、　
川　
添　
市　
議　
会　
議　
長　
を　
は　

じ　
め　
、　
市　
や　
県　
・　
市　
議　
会　
か　
ら　
30
名　
が　

県　
庁　
を　
訪　
ね　
て　
、　
社　
会　
資　
本　
な　
ど　
の　
整　

備　
に　
つ　
い　
て　
要　
望　
し　
ま　
し　
た　
。　
対　
応　
し　

た　
金　
子　
知　
事　
を　
は　
じ　
め　
、　
県　
の　
理　
事　
者　

か　
ら　
は　
「　
厳　
し　
い　
財　
政　
状　
況　
の　
中　
で　
は　

あ　
る　
が　
、　
市　
と　
一　
緒　
に　
な　
っ　
て　
国　
な　
ど　

に　
要　
望　
し　
て　
い　
き　
た　
い　
」　
と　
回　
答　
。　
要　

望　
項　
目　
は　
「　
市　
街　
地　
再　
開　
発　
の　
推　
進　
に　

つ　
い　
て　
」　「　
大　
村　
湾　
環　
境　
保　
全　
の　
た　
め　
の　

中　
小　
閉　
鎖　
性　
海　
域　
環　
境　
保　
全　

特　
別　
措　
置　
法　
（　
仮　
称　
）　
の　
制　

定　
に　
つ　
い　
て　
」　
な　
ど　
、　
７　
項　

目　
と　
な　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　

ま　
た　
、　
市　
内　
の　
官　
民　
で　
組　

織　
す　
る　
「　
国　
道　
34
号　
等　
大　
村　

市　
内　
幹　
線　
道　
路　
整　
備　
促　
進　
期　

成　
会　
」　（　
会　
長　
　　
松　
本　
市　
長　
）　

で　
も　
、　
５　
月　
25
・　
26
日　
に　
上　

京　
し　
て　
国　
土　
交　
通　
省　
・　
県　
選　

出　
国　
会　
議　
員　
を　
訪　
ね　
、　
国　
道　

34
号　
大　
村　
拡　
幅　
の　
事　
業　
促　
進　

な　
ど　
の　
要　
望　
を　
行　
っ　
て　
い　
ま　

す　
。　

市　
が　
行　
う　
入　
札　
契　

約　
行　
為　
の　
公　
正　
の　
確　

保　
と　
透　
明　
性　
の　
向　
上　

を　
図　
る　
た　
め　
に　
協　
議　

し　
て　
い　
た　
「　
大　
村　
市　

入　
札　
監　
視　
委　
員　
会　
」　

（　
委　
員　
長　
　　
後　
藤　

ご

と

う

惠　
之　
輔　

け
い
の
す
け

長　
崎　
大　
学　

大　
学　
院　
教　
授　
）　
が　
初　

の　
報　
告　
書　
を　
ま　
と　

め　
、　
松　
本　
市　
長　
に　
提　

出　
し　
ま　
し　
た　
。　

市　
で　
は　
昨　
年　
７　

月　
、　
県　
内　
な　
ど　
で　
公　

共　
工　
事　
に　
絡　
む　
不　
祥　

事　
が　
相　
次　
い　
だ　
こ　
と　
を　
受　
け　
、　
弁　
護　
士　
や　
学　
識　
者　
な　
ど　
５　
人　

（　
現　
在　
欠　
員　
１　
人　
）　
に　
委　
嘱　
し　
同　
委　
員　
会　
を　
発　
足　
。　
同　
委　
員　
会　
で　

は　
、　
こ　
れ　
ま　
で　
３　
回　
の　
会　
合　
を　
開　
き　
、　
市　
が　
発　
注　
し　
た　
工　
事　
な　

ど　
の　
状　
況　
に　
つ　
い　
て　
審　
議　
し　
、　
今　
回　
、　
意　
見　
を　
添　
え　
て　
報　
告　
し　

ま　
し　
た　
。　
主　
な　
内　
容　
は　
次　
の　
と　
お　
り　
で　
す　
。　
①　
入　
札　
回　
数　
の　
変　

更　
に　
つ　
い　
て　
　　
②　
落　
札　
率　
の　
公　
表　
に　
つ　
い　
て　
　　
③　
一　
般　
競　
争　
入　

札　
の　
拡　
充　
に　
つ　
い　
て　
　　
④　
電　
子　
入　
札　
の　
取　
り　
組　
み　
に　
つ　
い　
て　

同　
委　
員　
会　
は　
、　
今　
後　
も　
市　
が　
行　
う　
入　
札　
契　
約　
に　
つ　
い　
て　
、　
実　

施　
状　
況　
を　
監　
視　
し　
、　
指　
導　
・　
助　
言　
を　
行　
っ　
て　
い　
く　
こ　
と　
に　
し　
て　

い　
ま　
す　
。　

―

県
知
事
要
望
―

―

大
村
市
入
札
監
視
委
員
会
報
告
書
提
出
―
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近　
頃　
、　
マ　
ス　
メ　
デ　
ィ　
ア　
に　
は　
医　
療　
に　

関　
す　
る　
情　
報　
が　
あ　
ふ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　
例　

え　
ば　
「　
胸　
痛　
が　
あ　
る　
と　
き　
に　
は　
」　
な　
ど　

と　
い　
う　
記　
事　
の　
文　
末　
に　
は　
、　
必　
ず　
「　
信　

頼　
で　
き　
る　
医　
師　
に　
診　
て　
も　
ら　
い　
ま　
し　
ょ　

う　
」　
と　
決　
ま　
り　
文　
句　
で　
し　
め　
く　
く　
ら　
れ　

て　
い　
ま　
す　
。　
ま　
た　
、　
医　
療　
事　
故　
の　
ニ　
ュ　

ー　
ス　
に　
接　
す　
る　
と　
、　「　
ど　
こ　
に　
か　
か　
ろ　
う　

か　
」　
と　
迷　
う　
人　
も　
多　
い　
こ　
と　
で　
し　
ょ　
う　
。　

こ　
こ　
で　
は　
、　
皆　
さ　
ん　
が　
何　
か　
の　
症　
状　
で　

お　
悩　
み　
だ　
と　
仮　
定　
し　
て　
話　
を　
進　
め　
ま　
す　
。　

不　
安　
な　
と　
き　
は　
大　
き　
な　
病　
院　
に　
行　
っ　

た　
ら　
い　
い　
だ　
ろ　
う　
、　
と　
考　
え　
る　
人　
も　
多　

い　
で　
し　
ょ　
う　
。　
一　
般　
的　
に　
大　
き　
な　
病　
院　

で　
は　
専　
門　
科　
に　
細　
か　
く　
分　
か　
れ　
て　
、　
高　

度　
な　
医　
療　
を　
受　
け　
る　
こ　
と　
が　
で　
き　
ま　
す　

し　
、　
実　
際　
に　
そ　
れ　
が　
必　
要　
な　
場　
合　
も　
あ　

り　
ま　
す　
。　
救　
急　
疾　
患　
で　
は　
特　
に　
そ　
う　
で　

す　
。　
し　
か　
し　
、　
救　
急　
な　
の　
か　
、　
ど　
の　
専　

門　
科　
に　
か　
か　
る　
べ　
き　
か　
自　
分　
で　
判　
断　
が　

で　
き　
な　
い　
こ　
と　
も　
あ　
り　
ま　
す　
。　
肩　
こ　
り　

が　
狭　
心　
症　
の　
症　
状　
で　
あ　
っ　
た　
り　
、　
背　
中　

の　
痛　
み　
が　
胃　
潰　
瘍　
の　
症　
状　
で　
あ　
っ　
た　
り　
、　

頭　
痛　
が　
緑　
内　
障　
の　
症　
状　
で　
あ　
っ　
た　
り　
し　

ま　
す　
。　
症　
状　
と　
専　
門　
科　
が　
受　
け　
持　
っ　
て　

い　
る　
科　
目　
は　
必　
ず　
し　
も　
一　
致　
し　
ま　
せ　
ん　
。　

そ　
れ　
で　
は　
、　
皆　
さ　
ん　
の　
症　
状　
は　
難　
し　
い　

検　
査　
や　
治　
療　
法　
を　
必　
要　
と　
す　
る　
も　
の　
ば　

か　
り　
で　
し　
ょ　
う　
か　
。　

実　
際　
の　
症　
例　
で　
は　
、　
問　
診　
で　
6  0  
％　
、　

診　
察　
と　
簡　
単　
な　
検　
査　
で　
3  0  
％　
、　
高　
度　
な　

検　
査　
で　
５　
％　
が　
診　
断　
で　
き　
、　
残　
り　
の　

５　
％　
は　
診　
断　
が　
つ　
か　
な　
い　
、　
と　
言　
わ　
れ　

て　
い　
ま　
す　
。　
そ　
し　
て　
、　
検　
査　
は　
受　
け　
た　

が　
異　
常　
が　
見　
つ　
か　
ら　
な　
い　
場　
合　
、　
神　
経　

症　
や　
う　
つ　
状　
態　
な　
ど　
精　
神　
的　
な　
問　
題　
が　

背　
景　
に　
あ　
り　
、　
医　
師　
と　
よ　
く　
話　
し　
あ　
っ　

た　
り　
、　
適　
切　
な　
ア　
ド　
バ　
イ　
ス　
を　
も　
ら　
う　

だ　
け　
で　
症　
状　
が　
軽　
く　
な　
る　
こ　
と　
が　
、　
し　

ば　
し　
ば　
あ　
り　
ま　
す　
。　

で　
す　
か　
ら　
、　
も　
し　
、　
何　
ら　
か　
の　
症　
状　

が　
あ　
れ　
ば　
、　
か　
か　
り　
つ　
け　
の　
医　
師　
に　
診　

て　
も　
ら　
う　
の　
が　
一　
番　
早　
い　
で　
し　
ょ　
う　
。　

同　
様　
の　
症　
状　
の　
人　
を　
診　
察　
し　
た　
経　
験　
を　

基　
に　
、　
可　
能　
性　
の　
高　
い　
疾　
患　
か　
ら　
考　
え　

て　
診　
断　
し　
て　
く　
れ　
ま　
す　
。　
ま　
た　
、　
最　
良　

の　
方　
法　
を　
探　
し　
、　
そ　
の　
医　
師　
だ　
け　
で　
は　

対　
応　
が　
難　
し　
い　
場　
合　
は　
、　
適　
切　
な　
専　
門　

科　
を　
紹　
介　
し　
て　
く　
れ　
ま　
す　
。　
そ　
し　
て　
、　

不　
安　
に　
な　
っ　
た　
人　
に　
納　
得　
し　
て　
い　
た　
だ　

く　
よ　
う　
十　
分　
な　
余　
裕　
を　
持　
っ　
て　
説　
明　
し　

ま　
す　
。　

現　
在　
で　
は　
、　
総　
合　
診　
療　
と　
い　
う　
医　
学　

分　
野　
が　
進　
ん　
で　
、　
開　
業　
医　
の　
使　
い　
や　
す　

い　
形　
で　
情　
報　
が　
集　
積　
さ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

そ　
の　
お　
か　
げ　
で　
大　
病　
院　
と　
開　
業　
医　
の　
差　

は　
縮　
ま　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　
も　
ち　
ろ　
ん　
、　
ど　

こ　
に　
行　
っ　
て　
も　
診　
断　
の　
つ　
か　
な　
い　
症　
状　

は　
あ　
り　
ま　
す　
。　
し　
か　
し　
、　
診　
断　
の　
き　
っ　

か　
け　
は　
、　
問　
診　
に　
あ　
る　
こ　
と　
が　
多　
い　
の　

で　
す　
。　
一　
度　
か　
か　
り　
つ　
け　
の　
先　
生　
に　
ゆ　

っ　
く　
り　
相　
談　
し　
て　
み　
て　
く　
だ　
さ　
い　
。　

「かかりつけ医」について

大村城南高校３年生

津田麻
ま

友
ゆ

子
こ

さん
◎　
訪　
問　
の　
き　
っ　
か　
け　
は　
？　

長　
崎　
の　
高　
校　
生　
が　
核　
廃　
絶　
と　
世　
界　
の　
平　
和　
を　
求　
め　
る　

署　
名　
を　
集　
め　
国　
連　
に　
届　
け　
る　
こ　
と　
を　
目　
的　
に　
活　
動　
し　
て　

い　
る　
「　
高　
校　
生　
一　
万　
人　
署　
名　
活　
動　
実　
行　
委　
員　
会　
」　
に　
参　

加　
し　
て　
い　
て　
、　
そ　
の　
活　
動　
の　
一　
環　
と　
し　
て　
「　
ミ　
サ　
イ　
ル　

よ　
り　
も　
え　
ん　
ぴ　
つ　
を　
！　
」　（　
ミ　
サ　
イ　
ル　
と　
え　
ん　
ぴ　
つ　
の　
形　

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ス
ラ
ム
街
に
暮
ら
す
子
ど
も
た
ち
に

え
ん
ぴ
つ
を
届
け
た
大
村
城
南
高
校
３
年
生
の
津
田
麻

友
子
さ
ん
に
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

が　
似　
て　
い　
る　
こ　
と　
か　
ら　
）　
を　
ス　
ロ　
ー　
ガ　
ン　
に　
世　
界　
の　
貧　
困　
な　
子　
ど　
も　
た　
ち　
に　
え　

ん　
ぴ　
つ　
を　
送　
る　
運　
動　
が　
２　
年　
前　
か　
ら　
始　
ま　
り　
ま　
し　
た　
。　
今　
年　
も　
県　
内　
の　
高　
校　
や　

メ　
ー　
カ　
ー　
に　
呼　
び　
か　
け　
た　
り　
、　
街　
頭　
に　
立　
っ　
た　
り　
し　
て　
、　
集　
ま　
っ　
た　
約　
８　
千　
本　

の　
え　
ん　
ぴ　
つ　
を　
届　
け　
る　
た　
め　
、　
私　
と　
長　
崎　
女　
子　
高　
生　
の　
２　
人　
で　
３　
月　
27
日　
か　
ら　

29
日　
ま　
で　
フ　
ィ　
リ　
ピ　
ン　
に　
行　
き　
ま　
し　
た　
。　

◎　
訪　
問　
さ　
れ　
た　
と　
き　
の　
感　
想　
は　
？　

と　
に　
か　
く　
驚　
き　
の　
連　
続　
で　
し　
た　
。　
フ　
ィ　
リ　
ピ　
ン　
の　
首　
都　
マ　
ニ　
ラ　
は　
高　
層　
ビ　
ル　

が　
立　
ち　
並　
ぶ　
近　
代　
的　
な　
都　
市　
で　
し　
た　
が　
、　
ビ　
ル　
の　
谷　
間　
に　
は　
、　
数　
千　
人　
が　
暮　
ら　

す　
ス　
ラ　
ム　
街　
が　
広　
が　
っ　
て　
い　
る　
の　
で　
す　
。　
貧　
富　
の　
差　
の　
激　
し　
さ　
に　
ま　
ず　
驚　
き　
ま　

し　
た　
。　
私　
た　
ち　
は　
、　
そ　
の　
ス　
ラ　
ム　
街　
に　
住　
む　
子　
ど　
も　
た　
ち　
の　
自　
立　
を　
支　
援　
す　
る　
、　

民　
間　
の　
施　
設　
に　
届　
け　
た　
の　
で　
す　
が　
、　
ス　
ラ　
ム　
街　
に　
入　
っ　
た　
と　
た　
ん　
に　
広　
が　
る　
、　

す　
ご　
い　
異　
臭　
に　
も　
驚　
き　
ま　
し　
た　
。　
近　
く　
を　
流　
れ　
る　
川　
に　
は　
ご　
み　
が　
い　
っ　
ぱ　
い　
浮　

か　
び　
、　
不　
衛　
生　
そ　
の　
も　
の　
で　
し　
た　
。　
で　
も　
そ　
ん　
な　
中　
に　
住　
ん　
で　
い　
る　
子　
ど　
も　
た　

ち　
に　
え　
ん　
ぴ　
つ　
を　
渡　
す　
と　
き　
「　
サ　
ラ　
マ　
ッ　

ポ　
（　
あ　
り　
が　
と　
う　
）　」　
と　
言　
っ　
て　
受　
け　
取　

る　
子　
ど　
も　
た　
ち　
の　
満　
面　
の　
笑　
顔　
に　
驚　
き　
と　

感　
動　
を　
覚　
え　
、　
本　
当　
に　
来　
て　
よ　
か　
っ　
た　
と　

思　
い　
ま　
し　
た　
。　

◎　
将　
来　
の　
夢　
は　
？　

パ　
テ　
ィ　
シ　
エ　
（　
菓　
子　
職　
人　
…　
フ　
ラ　
ン　
ス　

語　
）　
に　
な　
る　
の　
が　
夢　
で　
す　
。　
将　
来　
有　
名　
に　

な　
っ　
て　
（　
笑　
）　
お　
い　
し　
い　
ケ　
ー　
キ　
や　
お　
菓　

子　
を　
ス　
ラ　
ム　
街　
の　
子　
ど　
も　
た　
ち　
に　
も　
食　
べ　

さ　
せ　
て　
あ　
げ　
ら　
れ　
る　
よ　
う　
目　
標　
に　
向　
か　
っ　

て　
が　
ん　
ば　
っ　
て　
い　
き　
た　
い　
で　
す　
。　（　
高　
校　

生　
一　
万　
人　
署　
名　
活　
動　
実　
行　
委　
員　
会　
ホ　
ー　
ム　

ペ　
ー　
ジ　

）

子どもたちと一緒に（写真：本人提供）

貴
重
な
体
験
を
生
か
し
て
、
目
標
に
向
か
っ
て
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

寺井医院　　　

寺井　裕二
ゆ う じ

先生

い
か
い
よ
う
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申　
込　
期　
限　
　　
７　
月　
12
日　

入　
居　
日　
　　
８　

月　
１　
日　

抽　
選　
　　
７　
月　
2  1  
日　

午　
前　
1  0  

時　
　　
市　
民　
会　
館　

※　
空　
住　
宅　
の　
問　
い　
合　
わ　
せ　
は　
、　
建　
築　
住　

宅　
課　
（　
内　
線　
４　
４　
１　
）　
で　
も　
受　
け　
付　
け　

ま　
す　
。　

※　
犬　
（　
身　
体　
障　
害　
者　
用　
介　
助　
犬　
を　
除　

く　
）　
・　
小　
鳥　
な　
ど　
の　
ペ　
ッ　
ト　
類　
は　
飼　
育　

で　
き　
ま　
せ　
ん　
。　

大　
村　
湾　
環　
境　
保　
全　
・　
活　
性　
化　
キ　
ャ　
ン　

ペ　
ー　
ン　
の　
一　
環　
と　
し　
て　
ハ　
ウ　
ス　
テ　
ン　
ボ　

ス　
の　
観　
光　
丸　
に　
乗　
っ　
て　
大　
村　
湾　
の　
生　

物　
・　
水　
質　
調　
査　
な　
ど　
を　
体　
験　
し　
ま　
す　
。　

と　
き　

８　
月　
３　
日　
、　
午　
前　
８　
時　
3  0  
分　
〜　

午　
後　
４　
時　
　　
集　
合　
場　
所　
　　
大　
村　
市　
役　
所　

コ　
ー　
ス　
　　
川　
棚　
港　
〜　
大　
村　
湾　
〜　
川　
棚　
港　

対　
象　
　　
小　
学　
５　
・　
６　
年　
生　
、　
２　
人　
１　
組　

定　
員　
　　
５　
組　
（　
申　
込　
多　
数　
の　
場　
合　
は　
抽　

選　
）　
申　
込　
方　
法　
　　
は　
が　
き　
に　
２　
人　
の　
住　

所　
・　
氏　
名　
・　
学　
校　
名　
・　
学　
年　
・　
電　
話　
番　

号　
を　
記　
入　
の　
う　
え　
「　
〒　
８　
５　
６　
｜　
８　
６　

８　
６　
　　
環　
境　
保　
全　
課　
」　（　
住　
所　
不　
要　
）　
ま　

で　
お　
申　
し　
込　
み　
く　
だ　
さ　
い　
。　

申　
込　
期　
限　
　　
７　
月　
15
日　

※　
当　
選　
者　
の　
み　
事　
前　
に　
通　
知　
し　
ま　
す　
。　

み　
番　
号　
）　
・　
住　
所　
・　
氏　
名　
・　
年　
齢　
・　
性　

別　
・　
電　
話　
番　
号　
を　
記　
入　
の　
う　
え　
「　
〒　
８　

５　
６　
｜　
０　
０　
２　
２　
　　
雄　
ケ　
原　
町　
１　
、　
２　

９　
８　
｜　
２　
９　
　　
大　
村　
市　
情　
報　
交　
流　
プ　
ラ　

ザ　
」　
ま　
で　
お　
申　
し　
込　
み　
く　
だ　
さ　
い　
。　

申　
込　
期　
限　

⑨　
７　
月　
2  0  
日　
、　
⑩　
８　
月　
３　

日　
、　
⑪　
８　
月　
1  7  
日　
（　
申　
し　
込　
み　
多　
数　
の　

場　
合　
は　
抽　
選　
）　

県　
内　
の　
認　
可　
保　
育　
所　
に　
勤　
務　
す　
る　
保　

育　
士　
が　
病　
気　
や　
出　
産　
な　
ど　
の　
た　
め　
、　
休　

暇　
を　
取　
っ　
た　
と　
き　
に　
勤　
務　
す　
る　
代　
替　
職　

員　
の　
登　
録　
者　
を　
募　
集　
し　
ま　
す　
。　
保　
育　
士　

の　
資　
格　
を　
持　
っ　
た　
人　
で　
、　
登　
録　
を　
希　
望　

す　
る　
人　
は　
申　
請　
し　
て　
く　
だ　
さ　
い　
。　

※　
勤　
務　
地　
は　
基　
本　
と　
し　
て　
市　
内　
で　
す　
。　

申　
請　
窓　
口　
　　
児　
童　
家　
庭　
課　
　　

持　
っ　
て　
く　
る　
も　
の　
　　
印　
か　
ん　

対　
象　
　　
⑨　
Ｉ　
T  
基　
礎　
講　
座　
（　
パ　
ソ　
コ　
ン　
、　

イ　
ン　
タ　
ー　
ネ　
ッ　
ト　
の　
初　
心　
者　
）　

⑩　
⑪　
ワ　
ー　
ド　
・　
エ　
ク　
セ　
ル　
講　
座　
（　
パ　
ソ　
コ　

ン　
の　
基　
本　
操　
作　
が　
で　
き　
る　
人　
）　
と　
き　

⑨　
８　
月　
３　
日　
〜　
1  3  
日　
　　
⑩　
８　
月　
1  7  
日　

〜　
2  7  
日　
　　
⑪　
８　
月　
3  1  
日　
〜　
９　
月　
1  0  
日　
、　

い　
ず　
れ　
も　
毎　
週　
火　
・　
金　
曜　
日　
の　
午　
後　
１　

時　
3  0  
分　
〜　
４　
時　
3  0  
分　
　　
と　
こ　
ろ　

情　
報　

交　
流　
プ　
ラ　
ザ　
　　
定　
員　

各　
講　
座　
1  0  
人　

受　
講　
料　
　　
⑨　
２　
０　
０　
円　
　　
⑩　
⑪　
１　
、　
０　

０　
０　
円　
（　
テ　
キ　
ス　
ト　
代　
）　

申　
込　
方　
法　

往　
復　
は　
が　
き　
に　
希　
望　
講　
座　
番　
号　
（　
丸　
囲　

次　
の　
免　
除　
制　
度　
に　
該　
当　
す　
る　
人　
は　
申　

請　
し　
て　
く　
だ　
さ　
い　
。　

法　
定　
免　
除　
　　
①
生
活
保
護
を
受
け
て
い

る
人
　
②
国
民
・
厚
生
・
共
済
年
金
の

障
害
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
　

申　
請　
免　
除　
　　
所
得
が
少
な
か
っ
た
り
失

業　
中　
で　
年　
金　
保　
険　
料　
の　
納　
付　
が　
困　
難　
な　
人　

※　
1  6  
年　
度　
分　
は　
７　
月　
１　
日　
か　
ら　
受　
け　
付　

け　
ま　
す　
。　

※　
承　
認　
さ　
れ　
る　
と　
申　
請　
し　
た　
月　
の　
前　
月　

か　
ら　
適　
用　
さ　
れ　
ま　
す　
。　

社　
会　
保　
険　
業　
務　
セ　
ン　
タ　
ー　
か　
ら　
送　
付　

さ　
れ　
る　
「　
現　
況　
届　
」　
を　
７　
月　
3  0  
日　
ま　
で　

に　
提　
出　
し　
て　
く　
だ　
さ　
い　
。　
提　
出　
し　
な　
い　

と　
、　
８　
月　
分　
か　
ら　
１　
年　
間　
支　
給　
さ　
れ　
ま　

せ　
ん　
。　

※　
１　
月　
２　
日　
以　
降　
に　
大　
村　
市　
に　
転　
入　
し　

た　
人　
は　
、　
前　
住　
所　
地　
の　
平　
成　
1  5  
年　
分　
所　

得　
証　
明　
書　
を　
添　
え　
て　
提　
出　
し　
て　
く　
だ　
さ　

い　
。　
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◇
７
月
は
、「
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
」
月
間
で
す
。

夏
は
特
に
輸
血
用
血
液
が
不
足
し
ま
す
。

皆
さ
ん
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
健
康
増
進
課
（
内
線
１
４
１
）

ち
ょ
っ
と
だ
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
献
血
！

国　
民　
年　
金　
保　
険　
料　
の　
納　
付　
が　

困　
難　
な　
人　
へ　

保
険
年
金
課
（
内
線
１
１
４
）

障　
害　
基　
礎　
年　
金　（　
無　
拠　
出　
）　

受　
給　
者　
の　
皆　
さ　
ん　
へ　

保
険
年
金
課
（
内
線
１
１
４
）

代
替
職
員
（
保
育
士
）
の

登
録
者
募
集

児
童
家
庭
課
（
内
線
１
５
４
）

I
T
講
習
会
受
講
者
募
集

大
村
市
情
報
交
流
プ
ラ
ザ

（
50

０
０
９
５
）

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

大
村
都
市
開
発
（
54

４
１
５
１
）

夏
休
み
子
ど
も
教
室

参
加
者
募
集

中　
地　
区　
公　
民　
館　
（　
53

１
３
７
６
）　

申込期限　７月1 6日（金）申込方法　往復はがきに、住所・氏名・年齢・

学校名・学年・性別・電話番号・講座名（１枚に１講座）を記入のうえ「〒

8 5 6－0 8 1 4 松並１－2 4 6－5 大村市中地区公民館」までお申し込みください。

「　
大　
村　
湾　
フ　
ロ　
ー　
テ　
ィ　
ン　
グ　

ス　
ク　
ー　
ル　
」　
参　
加　
者　
募　
集　

環　
境　
保　
全　
課　
（　
内　
線　
１　
４　
２　
）　



対　
象　
　　
妊　
娠　
中　
の　
夫　
婦　
（　
※　
１　
・　
３　
は　

子　
育　
て　
中　
の　
夫　
婦　
も　
可　
）　

持　
っ　
て　
く　
る　
も　
の　
　　
母　
子　
健　
康　
手　
帳　
、　

※　
１　
…　
米　
１　
合　
、　
エ　
プ　
ロ　
ン　
、　
１　
０　
０　

円　
（　
材　
料　
費　
）　

※　
２　
…　
歯　
ブ　
ラ　
シ　

※　
３　
…　
ペ　
ッ　
ト　
ボ　
ト　
ル　
１　
リ　
ッ　
ト　
ル　
、　

牛　
乳　
パ　
ッ　
ク　
１　
リ　
ッ　
ト　
ル　
、　
油　
性　
ペ　
ン　
、　

は　
さ　
み　

定　
員　
　　
※　
１　
　　
30
組　

申　
込　
方　
法　
　　
電　
話　
で　
お　
申　
し　
込　
み　
く　
だ　

さ　
い　
。　

と　
き　
・　
と　
こ　
ろ　
　　
①　
７　
月　
24
日　
、　
午　
後　

１　
時　
〜　
４　
時　
　　
昊　
天　
宮　
会　
館　

②　
８　
月　

９　
日　
�　
、　
午　
前　
1  0  
時　
〜　
1  1  
時　
3  0  
分　

コ　
ミ　
セ　
ン　

講　
師　
　　
大　
村　
消　
防　
署　
救　
急　

隊　
員　
　　
演　
題　
　　
「　
乳　
幼　
児　
の　
救　
急　
法　
に　

つ　
い　
て　
」　

定　
員　
　　
各　
5  0  
人　
（　
先　
着　
順　
）　

申　
込　
期　
限　
　　
①　
７　
月　

1  2  
日　

②　
８　
月　
２　

日　申　
込　
先　
　　
子　
育　
て　

支　
援　
セ　
ン　
タ　
ー　
（　
54

９　
１　
０　
０　
）　
、　
北　
地　
区　

子　
育　
て　
支　
援　
セ　
ン　
タ　
ー　（　
5  5  
０　
９　
２　
２　
）　、　

社　
会　
教　
育　
課　
（　
内　
線　
３　
６　
８　
）　

※　
託　
児　
あ　
り　
（　
事　
前　
に　
お　
申　
し　
込　
み　
く　

だ　
さ　
い　
）　

集　
合　
場　
所　

※　
１　
ロ　
ザ　
・　
モ　
タ　
広　
場　
駐　

車　
場　
（　
雨　
天　
の　
場　
合　
、　
す　
こ　
や　
か　
セ　
ン　

タ　
ー　
で　
「　
運　
動　
あ　
そ　
び　
」　）　

※　
２　
南　
堀　
菖　
蒲　
園　
駐　
車　
場　
（　
雨　
天　
の　
場　

合　
、　
す　
こ　
や　
か　
セ　
ン　
タ　
ー　
で　
「　
新　
聞　
紙　

あ　
そ　
び　
」　）　

※　
持　
っ　
て　
く　
る　
も　
の　
は　
、　「　
子　
育　
て　
ひ　
ろ　

ば　
だ　
よ　
り　
」　
を　
ご　
覧　
く　
だ　
さ　
い　
。　

平　
成　
1  0  
年　
４　
月　
２　
日　
〜　
1  2  
年　
４　
月　
１　

日　
生　
ま　
れ　
の　
幼　
稚　
園　
な　
ど　
に　
通　
園　
し　
て　

い　
な　
い　
幼　
児　
を　
対　
象　
に　
、　
幼　
稚　
園　
を　
開　

放　
し　
ま　
す　
。　

開　
放　
時　
間　
　　
午　
前　
1  0  
時　
〜　
1  1  
時　

７　
月　
の　
開　
放　
幼　
稚　
園　
・　
日　
程　

と　
き　

８　
月　
2  7  
日　
〜　
９　
月　
2  4  
日　
、　
午　
前　

1  0  
時　
〜　
1  1  
時　
3  0  
分　
、　
毎　
週　
金　
曜　
日　
、　
全　

５　
回　
　　
と　
こ　
ろ　

す　
こ　
や　
か　
セ　
ン　
タ　
ー　

対　
象　

１　
歳　
３　
か　
月　
〜　
２　
歳　
未　
満　
児　
の　

親　
子　
　　
定　
員　
　　
1  2  
組　
　　
申　
込　
方　
法　
　　
往　

復　
は　
が　
き　
に　
親　
子　
の　
氏　
名　
・　
子　
ど　
も　
の　

生　
年　
月　
日　
・　
住　
所　
・　
電　
話　
番　
号　
を　
記　
入　

の　
う　
え　
「　
〒　
８　
５　
６　
｜　
０　
８　
３　
２　
　　
本　

町　
４　
１　
３　
｜　
２　
　　
大　
村　
市　
子　
育　
て　
支　
援　

セ　
ン　
タ　
ー　
『　
子　
育　
て　
つ　
ど　
い　
講　
座　
』　
係　
」　

ま　
で　
お　
申　
し　
込　
み　
く　
だ　
さ　
い　
。　

申　
込　
期　
限　
　　
８　
月　
1  0  
日　
（　
申　
し　
込　
み　
多　

数　
の　
場　
合　
は　
抽　
選　
）　

対　
象　
　　
小　
学　
校　
入　
学　
前　
の　
乳　
幼　
児　
親　
子　

開　
始　
時　
間　

午　
前　
1  0  
時　
〜　
　　

―17 ―

７
月
の
子
育
て
つ
ど
い

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
54

９
１
０
０
）

マ
タ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

参
加
者
募
集

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

（
54

９
１
０
０
）

第
２
回
子
育
て
講
演
会

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
54

９
１
０
０
）

幼
稚
園
開
放

教
育
総
務
課
（
内
線
３
６
２
）

子
育
て
つ
ど
い
講
座

受
講
生
募
集

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
54

９
１
０
０
）



赤　
ち　
ゃ　
ん　
か　
ら　
お　
年　
寄　
り　
ま　
で　
楽　
し　
め　

る　
イ　
ベ　
ン　
ト　
盛　
り　
だ　
く　
さ　
ん　
。　
ど　
う　
ぞ　
ご　

家　
族　
お　
そ　
ろ　
い　
で　
お　
越　
し　
く　
だ　
さ　
い　
。　

と　
き　
　　
８　
月　
１　
日　
　　
と　
こ　
ろ　
　　
コ　
ミ　
セ　
ン　

※　
詳　
し　
く　
は　
、　
広　
報　
お　
お　
む　
ら　
７　
月　
号　
と　

一　
緒　
に　
配　
布　
し　
て　
い　
る　
回　
覧　
チ　
ラ　
シ　
を　
ご　

覧　
く　
だ　
さ　
い　
。　

と　
き　
　　
７　
月　
４　
日　
、　
午　
後　
１　
時　
30
分　
開　
演　

と　
こ　
ろ　
　　
市　
民　
会　
館　

入　
場　
料　

３　
０　
０　
円　

大　
村　
・　
東　
彼　
杵　
地　
区　
の　
中　
学　
・　
高　
校　
生　

が　
熱　
弁　
を　
競　
い　
ま　
す　
。　
ど　
う　
ぞ　
お　
越　
し　
く　

だ　
さ　
い　
。　

と　
き　
　　
７　
月　
10
日　
、　
午　
後　

１　
時　
〜　
４　
時　

と　
こ　
ろ　
　　
シ　
ー　
ハ　
ッ　
ト　
お　

お　
む　
ら　
　　
さ　
く　
ら　
ホ　
ー　
ル　

と　
き　
　　
７　
月　
３　
日　
、　
午　
後　
２　
時　
〜　
３　
時　

と　
こ　
ろ　
　　
中　
地　
区　
公　
民　
館　

内　
容　
　　
大　
型　
紙　
芝　
居　
、　
人　
形　
劇　
な　
ど　

と　
き　
　　
８　
月　
１　
日　
、　
午　
前　
７　
時　
30
分　
〜　
８　

時　
30
分　
　　
と　
こ　
ろ　
　　
大　
村　
公　
園　
（　
集　
合　
場　

所　
　　
シ　
ー　
ハ　
ッ　
ト　
お　
お　
む　
ら　
）　、　
大　
上　
戸　

川　
（　
集　
合　
場　
所　
　　
福　
祉　
セ　
ン　
タ　
ー　
）　

内　
容　
　　
ご　
み　
の　
回　
収　
や　
草　
刈　
り　
な　
ど　
　　

注　
意　
事　
項　
　　
交　
通　
量　
の　
多　
い　
道　
路　
や　
、　
が　

け　
な　
ど　
の　
危　
険　
な　
場　
所　
は　
避　
け　
ま　
し　
ょ　

う　
。　
ま　
た　
、　
マ　
ム　
シ　
・　
ハ　
チ　
・　
ハ　
ゼ　
な　
ど　

の　
有　
害　
動　
植　
物　
に　
は　
気　
を　
つ　
け　
ま　
し　
ょ　

う　
。　

※　
各　
町　
内　
会　
な　
ど　
で　
も　
地　
域　
の　
公　
園　
や　
公　

民　
館　
な　
ど　
の　
施　
設　
周　
辺　
の　
清　
掃　
を　
し　
ま　
し　

ょ　
う　
。　

市　
内　
で　
は　
、　
防　
除　
用　
無　
人　
ヘ　
リ　
コ　
プ　
タ　

ー　
に　
よ　
る　
共　
同　
防　
除　
で　
稲　
作　
経　
営　
の　
省　
力　

化　
を　
進　
め　
て　
い　
ま　
す　
。　
適　
期　
の　
防　
除　
が　
必　

要　
な　
た　
め　
、　
早　
朝　
か　
ら　
夕　
暮　
れ　
ま　
で　
の　
作　

業　
と　
な　
り　
周　
辺　
の　
住　
民　
の　
皆　
さ　
ん　
に　
は　
、　

大　
変　
ご　
迷　
惑　
を　
お　
か　
け　
し　
て　
い　
ま　
す　
が　
、　

水　
田　
農　
業　
を　
守　
る　
た　
め　
に　
は　
欠　
か　
す　
こ　
と　

が　
で　
き　
な　
い　
作　
業　
で　
す　
。　
今　
年　
の　
予　
定　
は　

次　
の　
と　
お　
り　
と　
な　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　
ど　
う　
ぞ　

ご　
理　
解　
・　
ご　
協　
力　
を　
お　
願　
い　
し　
ま　
す　
。　

防　
除　
時　
期　
　　
７　
月　
下　
旬　
、　
８　
月　
中　
旬　
・　
下　

旬　
、　
９　
月　
上　
旬　

問　
い　
合　
わ　
せ　
　　
Ｊ　
Ａ　
な　
が　
さ　
き　
県　
央　
営　
農　

部　
中　
部　
営　
農　
セ　
ン　
タ　
ー　
（　
54

８　
０　
１　
０　
）　

食　
中　
毒　
の　
多　
く　
は　
、　
サ　
ル　
モ　
ネ　
ラ　
・　
腸　

炎　
ビ　
ブ　
リ　
オ　
・　
黄　
色　
ブ　
ド　
ウ　
球　
菌　
な　
ど　
の　

細　
菌　
や　
ノ　
ロ　
ウ　
イ　
ル　
ス　
に　
汚　
染　
さ　
れ　
た　
食　

品　
を　
食　
べ　
る　
こ　
と　
で　
起　
こ　
り　
ま　
す　
。　
食　
中　

毒　
は　
、　
不　
衛　
生　
な　
調　
理　
、　
不　
適　
切　
な　
温　
度　

管　
理　
、　
不　
十　
分　
な　
加　
熱　
が　
原　
因　
で　
す　
。　
次　

の　
３　
原　
則　
を　
守　
り　
ま　
し　
ょ　
う　
。　

清　
　　
潔　
　　
新　
鮮　
な　

材　
料　
を　
選　
ぶ　
。　
手　

を　
よ　
く　
洗　
う　
。　
台　

所　
の　
清　
掃　
と　
整　

頓　
。　
ま　
な　
板　
、　
包　
丁　
な　
ど　
を　
い　
つ　
も　
清　
潔　

に　
。　

迅　
　　
速　
　　
調　
理　
は　
手　
際　
よ　
く　
行　
う　
。　
調　
理　

後　
の　
室　
温　
放　
置　
を　
避　
け　
る　
。　

温　
度　
管　
理　
　　
冷　
蔵　
・　
冷　
凍　
庫　
の　
温　
度　
管　
理　

を　
確　
実　
に　
行　
う　
。　
食　
品　
の　
中　
心　
部　
ま　
で　
確　

実　
に　
加　
熱　
す　
る　
。　

平　
成　
17
年　
度　
か　
ら　
、　
市　
内　
の　
小　
学　
校　
で　

使　
用　
す　
る　
教　
科　
書　
が　
変　
更　
さ　
れ　
る　
こ　
と　
に　

伴　
い　
、　
事　
前　
に　
展　
示　
会　
を　
開　
催　
し　
ま　
す　
。　

お　
気　
軽　
に　
お　
越　
し　
い　
た　
だ　
き　
、　
ご　
意　
見　
・　

ご　
感　
想　
を　
お　
寄　
せ　
く　
だ　
さ　
い　
。　

と　
き　
・　
と　
こ　
ろ　
　　
７　
月　
１　
日　
〜　
30
日　
…　
市　

立　
史　
料　
館　
、　
常　
設　
展　
示　
…　
県　
教　
育　
セ　
ン　
タ　

ー　
平　
成　
18
年　
度　
か　
ら　
27
年　
度　
ま　
で　
の　
10
年　

間　
の　
大　
村　
市　
の　
将　
来　
像　
を　
定　
め　
、　
い　
ろ　
い　

ろ　
な　
施　
策　
の　
指　
針　
と　
な　
る　
「　
大　
村　
市　
総　
合　

計　
画　
」　
の　
策　
定　
を　
進　
め　
て　
い　
ま　
す　
。　
こ　
の　

た　
め　
次　
の　
よ　
う　
な　
機　
会　
に　
市　
民　
の　
皆　
さ　
ん　

の　
ご　
意　
見　
・　
ご　
要　
望　
を　
お　
寄　
せ　
く　
だ　
さ　

い　
。　

○　
地　
区　
別　
ミ　
ー　
テ　
ィ　
ン　
グ　

○　
大　
村　
市　
ホ　
ー　
ム　
ペ　
ー　
ジ　

（　

）　

○　
各　
種　
団　
体　
へ　
の　
意　
見　
聴　
取　

○　
大　
村　
市　
百　
人　
委　
員　
会　
の　
提　
言　
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三　
世　
代　
交　
流　
事　
業　

お
お
む
ら
子
ど
も
ま
つ
り

２
０
０
４

コ　
ミ　
セ　
ン　
（　
54

３　
１　
６　
１　
）　

第
24
回
大
村
市
合
唱
祭

大　
村　
市　
音　
楽　
団　
体　
協　
議　
会　
　　
富　
永　
　　
　　

（　
5  3  

３　
７　
２　
５　
）　

平　
成　
16
年　
度　
社　
会　
を　
明　
る　
く　
す　
る　
運　
動　

中
学
・
高
校
生
弁
論
大
会

安　
全　
対　
策　
課　
（　
内　
線　
２　
１　
４　
）　

み　
ん　
な　
あ　
つ　
ま　
れ　

お
は
な
し
の
つ
ど
い

中　
地　
区　
公　
民　
館　
（　
5  3  

１　
３　
７　
６　
）　

第
30
回
市
民
大
清
掃

環　
境　
保　
全　
課　
（　
内　
線　
１　
４　
４　
）　

稲
作
農
家
か
ら
の
お
願
い

農　
業　
水　
産　
課　
（　
内　
線　
２　
５　
５　
）　

食
中
毒
予
防
は
３
原
則
を

守
る
こ
と
か
ら
！

健　
康　
増　
進　
課　
（　
内　
線　
１　
４　
０　
）　

小
学
校
用
教
科
書
展
示
会

学　
校　
教　
育　
課　
（　
内　
線　
３　
７　
９　
）　

◇　
期　
間　
　　
７　
月　
15
日　
〜　
８　
月　
15
日　
、　
午　
前　
９　
時　
〜　
午　
後　
６　
時　

◇　
施　
設　

桟　
敷　
、　
更　
衣　
室　
、　
シ　
ャ　
ワ　
ー　
、　
ト　
イ　
レ　
　　
■　
商　
工　
観　
光　
課　
（　
内　
線　
２　
４　
２　
）　
・　
大　
村　
都　
市　
開　
発　
（　
54

４　
１　
５　
１　
）　

松
原
海
水
浴
場
開
設

大
村
市
総
合
計
画
の
策
定

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

企　
画　
調　
整　
課　
（　
内　
線　
２　
２　
４　
）　



大　
村　
湾　
は　
、　
い　
ろ　
い　
ろ　
な　
水　
産　
資　
源　
に　

富　
み　
、　
市　
民　
の　
皆　
さ　
ん　
に　
恵　
み　
を　
も　
た　
ら　

し　
て　
き　
ま　
し　
た　
。　
最　
近　
、　
レ　
ジ　
ャ　
ー　
と　
し　

て　
の　
釣　
り　
が　
盛　
ん　
に　
な　
り　
、　
特　
に　
イ　
イ　
ダ　

コ　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
漁　
業　
と　
の　
両　
立　
が　
難　
し　

く　
な　
る　
な　
ど　
の　
問　
題　
が　
生　
じ　
て　
い　
ま　
す　
。　

漁　
場　
は　
漁　
業　
者　
に　
と　

っ　
て　
の　
生　
活　
の　
糧　
で　

あ　
る　
た　
め　
、　
漁　
業　
者　

は　
海　
底　
清　
掃　
・　
海　
底　

耕　
運　
な　
ど　
を　
行　
い　
漁　

場　
環　
境　
の　
改　
善　
に　
努　

め　
て　
い　
ま　
す　
。　
こ　
の　

た　
め　
次　
の　
こ　
と　
を　
守　
っ　
て　
マ　
リ　
ン　
レ　
ジ　
ャ　

ー　
を　
お　
楽　
し　
み　
く　
だ　
さ　
い　
。　

①　
イ　
イ　
ダ　
コ　
な　
ど　
の　
釣　
果　
は　
、　
適　
度　
な　
量　

に　
抑　
え　
る　
な　
ど　
の　
配　
慮　
を　
お　
願　
い　
し　
ま　

す　
。　
②　
ゴ　
ミ　
は　
海　
に　
捨　
て　
な　
い　
で　
く　
だ　
さ　

い　
。　
③　
小　
さ　
な　
魚　
は　
、　
海　
に　
返　
し　
て　
く　
だ　

さ　
い　
。　

と　
き　

７　
月　
３　
日　
、　
午　
後　
１　
時　
〜　
２　
時　

と　
こ　
ろ　

市　
立　
病　
院　
大　
会　
議　
室　

内　
容　
　　
水　
虫　
、　
日　
焼　
け　
対　
策　
に　
つ　
い　
て　

講　
師　
　　
市　
立　
病　
院　
皮　
膚　
科　

渡　
辺　
雅　
久　
医　
師　

※　
直　
接　
会　
場　
へ　
お　
越　
し　
く　
だ　
さ　
い　
。　

と　
き　
　　
７　
月　
４　
日　
、　
午　
後　
１　
時　
〜　
４　
時　
3  0  
分　

と　
こ　
ろ　
　　
コ　
ミ　
セ　
ン　
　　

定　
員　

成　
人　
１　
５　
０　
人　

参　
加　
費　
　　
１　
、　
５　
０　
０　
円　

申　
込　
方　
法　
　　
は　
が　
き　
か　
F  
A  
X  
に　
講　
習　
会　

名　
・　
住　
所　
・　
氏　
名　
・　
電　
話　
番　
号　
を　
記　
入　
の　
う　

え　
「　
〒　
８　
５　
６　
―　
０　
８　
３　
６　
　　
幸　
町　
2  5  
｜　
3  3  

コ　
ミ　
セ　
ン　
」　
ま　
で　
お　
申　
し　
込　
み　
く　
だ　
さ　
い　
。　

と　
き　
　　
７　
月　
1  7  
日　
、　
午　
前　
９　
時　
3  0  
分　
〜　

1  1  
時　
3  0  
分　
　　
と　
こ　
ろ　
　　
森　
園　
公　
園　

対　
象　
　　
小　
・　
中　
学　
生　
ま　
た　
は　
親　
子　
（　
小　

学　
３　
年　
生　
以　
下　
は　
保　
護　
者　
同　
伴　
）　

定　
員　
　　
１　
０　
０　
人　

内　
容　
　　
真　
夏　
の　
雪　
合　
戦　
、　
ジ　
ャ　
ン　
ボ　
シ　
ャ　

ボ　
ン　
玉　
あ　
そ　
び　
、　
大　
玉　
ボ　
ウ　
リ　
ン　
グ　
な　
ど　

申　
込　
方　
法　
　　
は　
が　
き　
か　
F  
A  
X  
に　
イ　
ベ　

ン　
ト　
名　
・　
住　
所　
・　
氏　
名　
・　
年　
齢　
・　
電　
話　

番　
号　
を　
記　
入　
の　
う　
え　
「　
〒　
８　
５　
６　
｜　
０　

８　
３　
６　
　　
幸　
町　
2  5  
｜　
3  3  

コ　
ミ　
セ　
ン　
」　

ま　
で　
お　
申　
し　
込　
み　
く　
だ　
さ　
い　
。　

申　
込　
期　
限　
　　
７　
月　
1  2  
日　

と　
き　
　　
７　
月　
1  8  
日　
、　
午　
前　
９　
時　
〜　

と　
こ　
ろ　
　　
竹　
松　
小　
学　
校　
体　
育　
館　

対　
象　
　　
市　
内　
に　
お　
住　
ま　
い　
ま　
た　
は　
勤　
め　

て　
い　
る　
人　
で　
編　
成　
し　
た　
チ　
ー　
ム　

○　
男　
子　
…　
職　
場　
チ　
ー　
ム　
、　
小　
学　
校　
区　
チ　

ー　
ム　
○　
女　
子　
…　
職　
場　
チ　
ー　
ム　
、　
町　
内　
チ　

ー　
ム　
（　
隣　
接　
町　
内　
会　
合　
併　
は　
、　
世　
帯　
数　

に　
制　
限　
が　
あ　
り　
ま　
す　
）　

※　
学　
生　
・　
生　
徒　
の　
参　
加　
は　
２　
人　
ま　
で　

参　
加　
費　
　　
５　
、　
０　
０　
０　
円　
　　

申　
込　
期　
限　
　　
７　
月　
８　
日　

と　
き　

毎　
週　
木　
・　
土　
曜　
日　
、　
午　
後　
６　
時　

3  0  
分　
〜　
８　
時　
3  0  
分　

と　
こ　
ろ　

市　
武　
道　
館　

対　
象　

小　
・　
中　
学　
生　
、　
高　
校　
生　
、　
一　
般　

男　
女　
　　

会　
費　

月　
額　

１　
、　
０　
０　
０　
円　

（　
保　
険　
料　
含　
む　
）　
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大
村
湾
の
漁
業
に

ご
理
解
・
ご
協
力
を

農　
業　
水　
産　
課　
（　
内　
線　
２　
５　
３　
）　

ふ
れ
あ
い
健
康
講
座

市　
立　
病　
院　
（　
5  2  

２
１
６
１
）　

◇
と
き
　
８
月
７
日
・
８
日
　
◇
と
こ
ろ
　
補
助
グ
ラ
ウ
ン
ド
ほ
か
　
◇
チ
ー
ム
　
小
学
生
の
部
、
中
学
生
男
子
・
女
子
の
部

◇
申
込
期
限
　
７
月
23
日
　
◇
参
加
料
　
１
、
０
０
０
円
　
■
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
内
線
３
６
６
）

少
年
少
女
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

全
国
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ダ
ン
ス
巡
回
講
習
会

コ　
ミ　
セ　
ン　

（　
54
３　
１　
６　
１　
・　

54
３　
１　
６　
２　
）　

あ
そ
び
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ひ
ろ
ば
参
加
者
募
集

コ　
ミ　
セ　
ン　

（　
54
３　
１　
６　
１　
・　

54
３　
１　
６　
２　
）　

第
33
回
体
力
づ
く
り

市
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

大　
村　
市　
バ　
レ　
ー　
ボ　
ー　
ル　
協　
会　
　　
前　
田　

（　
5  5  
８　
３　
３　
０　
）　

おおおおむむらら夏夏越越花花火火大大会会　　

と　き　８月10日 午後8時59分～※荒・雨天中止

ところ　大村競艇場沖

■申し込み・問い合わせ　

大村市観光コンベンション協会（52-3605）

柔
道
教
室
参
加
者
募
集

大　
村　
市　
柔　
道　
協　
会　
錬　
成　
会　
　　
秋　
寄　

（　
5  5  
７　
４　
２　
９　
）　

大村の夏の夜空を彩る光

と音の祭典に、おそろいで

お出かけください。

昨年と開催日が変更にな

っていますので、ご注意く

ださい。

花火大会出店募集

出店場所　大村競艇場駐車場

募集期間　7月5日～12日

申込方法　所定の申込用紙でお申し込みください。



◎　
消　
防　
士　
募　
集　

資　
格　

昭　
和　
5  4  
年　
４　
月　
２　
日　
〜　
昭　
和　
6  2  

年　
４　
月　
１　
日　
ま　
で　
に　
生　
ま　
れ　
、　
県　
央　
の　

市　
・　
町　
に　
居　
住　
す　
る　
人　
、　
ま　
た　
は　
採　
用　

後　
居　
住　
可　
能　
な　
人　
　　
受　
付　
期　
限　

７　
月　

2  9  
日　
〜　
８　
月　
1  1  
日　

試　
験　
日　

９　
月　
1  9  

日　

申　
込　
方　
法　

大　
村　
消　
防　
署　
に　
あ　
る　

所　
定　
の　
申　
込　
用　
紙　
に　
記　
入　
の　
う　
え　
、　
お　

申　
し　
込　
み　
く　
だ　
さ　
い　
。　

★　
県　
央　
地　
域　
広　
域　
市　
町　
村　
圏　
組　
合　
消　
防　

本　
部　
　　
2  3  

０　
１　
１　
９　

◎　
介　
護　
支　
援　
専　
門　
員　
実　
務　
研　
修　
受　
講　

試　
験　

資　
格　

保　
健　
・　
医　
療　
・　
福　
祉　
分　
野　
で　
通　

算　
５　
年　
以　
上　
の　
実　
務　
経　
験　
を　
有　
す　
る　
人　

な　
ど　
　　
受　
付　
期　
間　

７　
月　
５　
日　
〜　
2  6  
日　

試　
験　
日　

1  0  
月　
2  4  
日　

試　
験　
会　
場　

長　
崎　
総　
合　
科　
学　
大　
学　
、　
県　

総　
合　
福　
祉　
セ　
ン　
タ　
ー　
、　
長　
崎　
国　
際　
大　
学　

受　
験　
料　

８　
、　
０　
０　
０　
円　
　　
申　
込　
方　
法　

市　
高　
齢　
福　
祉　
課　
ま　
た　
は　
大　
村　
市　
社　
会　
福　

祉　
協　
議　
会　
に　
あ　
る　
所　
定　
の　
受　
験　
申　
込　
書　

に　
記　
入　
の　
う　
え　
、　
お　
申　
し　
込　
み　
く　
だ　
さ　
い　
。　

★　
県　
社　
会　
福　
祉　
協　
議　
会　
福　
祉　
研　
修　
セ　
ン　
タ　
ー　

０　
９　
５　
―　
８　
４　
１　
―　
８　
１　
１　
０　

◎　
セ　
ミ　
ナ　
ー　
受　
講　
生　
募　
集　
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第　
２　
種　
電　
気　
工　
事　
実　
技　
　　
4  0  
人　

受　
講　
料　

５　
、　
０　
０　
０　
円　
〜　
８　
、　
０　
０　
０　
円　

※　
８　
月　
・　
９　
月　
コ　
ー　
ス　
も　
あ　
り　
ま　
す　
。　
詳　
し　

く　
は　
お　
問　
い　
合　
わ　
せ　
く　
だ　
さ　
い　
。　

★　
ポ　
リ　
テ　
ク　
セ　
ン　
タ　
ー　
長　
崎　

2  2  

２
３
２
３

◎　
毛　
糸　
・　
レ　
ー　
ス　
編　
み　
物　
技　
能　
検　
定　

試　
験　
（　
文　
部　
科　
学　
省　
認　
定　
）　

受　
付　
期　
限　

８　
月　
3  1  
日　
　　
検　
定　
日　

９　
月　

1  9  
日　

検　
定　
会　
場　

ヘ　
ル　
シ　
ー　
パ　
ル　
　　
い　

さ　
は　
や　
　　
検　
定　
料　

１　
、　
５　
０　
０　
円　
（　
４　

級　
）　
〜　
９　
、　
０　
０　
０　
円　
（　
１　
級　
）　

★　
日　
本　
編　
み　
物　
検　
定　
協　
会　
長　
崎　
支　
部　
（　
古　

根　
村　
）　

5  3  
８
５
２
３

◎　
ビ　
ジ　
ネ　
ス　
キ　
ャ　
リ　
ア　
試　
験　

（　
平　
成　
1  6  
年　
度　
前　
期　
）　

厚　
生　
労　
働　
省　
が　
職　
業　
に　
必　
要　
な　
専　
門　
知　

識　
・　
能　
力　
を　
習　
得　
す　
る　
た　
め　
に　
創　
設　
し　
た　

資　
格　
で　
す　
。　

受　
付　
期　
間　

７　
月　
2  6  
日　
〜　
８　
月　
６　
日　
　　

試　
験　
日　

1  0  
月　
２　
日　
・　
３　
日　

試　
験　
会　
場　

長　
崎　
地　
域　
職　
業　
訓　
練　
セ　
ン　
タ　
ー　

県　
立　
佐　
世　
保　
技　
能　
会　
館　

★　
県　
職　
業　
能　
力　
開　
発　
協　
会　

０　
９　
５　
―　
８　
８　
２　
―　
１　
６　
１　
６　

◎　
「　
県　
立　
諫　
早　
養　
護　
学　
校　
」　
見　
学　
会　

と　
き　

７　
月　
1  6  
日　
、　
午　
前　
９　
時　
3  0  
分　
〜　

午　
後　
１　
時　
　　
個　
人　
面　
談　

午　
後　
１　
時　
3  0  
分　

〜　
（　
希　
望　
者　
の　
み　
）　

内　
容　

概　
要　
説　
明　
、　

施　
設　
見　
学　
、　
給　
食　
体　
験　
な　
ど　

申　
込　
方　
法　
　　
電　
話　
で　
お　
申　
し　
込　
み　
く　
だ　
さ　

い　
。　

★　
県　
立　
諫　
早　
養　
護　
学　
校　
　　
2  6  

１
０
８
５

ミ
ニ
情
報

◇
県
条
例
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
は
り
紙
・
立
看
板
な
ど
は
、
７
月
５
日
〜
30
日
の
間
に
取
り
除
き
ま
す
。

■
都
市
計
画
課
（
内
線
４
３
４
）

違
反
広
告
物
を
除
去
し
ま
す

７　
月　
コ　
ー　
ス　

旋
盤

せ
ん
ば
ん

加　
工　
ク　
リ　
ニ　
ッ　
ク　
、　

Ｗ　
ｅ　
ｂ　
ペ　
ー　
ジ　
開　
発　
技　
法　
、　
会　
計　
情　
報　
シ　

ス　
テ　
ム　
と　
業　
務　
ソ　
フ　
ト　
の　
連　
携　
　　
各　
1  0  
人　
　　

・　
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◎　
「　
自　
動　
車　
ア　
セ　
ス　
メ　
ン　
ト　
」　
公　
表　

国　
土　
交　
通　
省　
な　
ど　
で　
は　
、　
自　
動　
車　
の　

安　
全　
性　
能　
評　
価　
を　
公　
表　
し　
て　
、　
国　
民　
の　

皆　
さ　
ん　
が　
よ　
り　
安　
全　
な　
自　
動　
車　
を　
選　
択　

し　
や　
す　
い　
環　
境　
を　
整　
え　
る　
と　
と　
も　
に　
、　

メ　
ー　
カ　
ー　
が　
安　
全　
な　
自　
動　
車　
の　
開　
発　
を　

進　
め　
る　
こ　
と　
を　
目　
的　
と　
し　
て　
平　
成　
1  5  
年　

度　
版　
「　
自　
動　
車　
ア　
セ　
ス　
メ　
ン　
ト　
」　
を　
公　

表　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

内　
容　

乗　
用　
車　
1  9  
車　
種　
の　
性　
能　
評　
価　
な　
ど　
　　

入　
手　
方　
法　

国　
土　
交　
通　
省　
ホ　
ー　
ム　
ペ　
ー　
ジ　

（　

）　、　

自　
動　
車　
事　
故　
対　
策　
機　
構　
ホ　
ー　
ム　
ペ　
ー　
ジ　

（　

）　

※　
パ　
ン　
フ　
レ　
ッ　
ト　
も　
あ　
り　
ま　
す　
。　

★　
長　
崎　
運　
輸　
支　
局　
　　

０　
９　
５　
―　
８　
３　
９　
―　
４　
７　
４　
９　

◎　
労　
働　
相　
談　
の　
ご　
案　
内　

労　
働　
条　
件　
や　
労　
使　
関　
係　
な　
ど　
の　
労　
働　

問　
題　
に　
つ　
い　
て　
、　
ご　
相　
談　
に　
応　
じ　
て　
い　

ま　
す　
。　

県　
職　
員　
に　
よ　
る　
相　
談　
日　

月　
〜　
金　
曜　
日　
、　

午　
前　
９　
時　
〜　
午　
後　
５　
時　
4  5  
分　
　　

弁　
護　
士　
に　
よ　
る　
相　
談　
日　

（　
事　
前　
に　
ご　

連　
絡　
く　
だ　
さ　
い　
）　
毎　
週　
水　
曜　
日　
、　
午　
後　

１　
時　
3  0  
分　
〜　
３　
時　
3  0  
分　

★　
県　
長　
崎　
労　
働　
相　
談　
情　
報　
セ　
ン　
タ　
ー　
　　

０　
１　
２　
０　
―　
７　
８　
３　
―　
２　
５　
８　
　　

◎　
サ　
マ　
ー　
ジ　
ャ　
ン　
ボ　
宝　
く　
じ　
発　
売　
開　
始　

１　
等　
…　
３　
億　
円　
（　
前　
後　
賞　
合　
わ　
せ　
て　
）　、　

２　
等　
…　
１　
億　
円　
、　
夏　
ラ　
ッ　
キ　
ー　
賞　
１　
万　

円　
な　
ど　
　　
発　
売　
期　
間　
　　
７　
月　
1  2  
日　
〜　
3  0  

日　

抽　
選　
発　
表　
　　
８　
月　
1  0  
日　

※　
こ　
の　
宝　
く　
じ　
の　
収　
益　
金　
は　
、　
市　
町　
村　

の　
明　
る　
く　
住　
み　
よ　
い　
ま　
ち　
づ　
く　
り　
に　
使　

わ　
れ　
ま　
す　
。　

◎　
室　
内　
楽　
の　
夕　
べ　

と　
き　

７　
月　
1  6  
日　
、　
午　
後　
７　
時　
開　
演　

と　
こ　
ろ　

シ　
ー　
ハ　
ッ　
ト　
お　
お　
む　
ら　

さ　
く　
ら　
ホ　
ー　
ル　

★　
カ　
メ　
ラ　
ー　
タ　
　　
ア　
ヴ　
ァ　
ン　
テ　
ィ　
（　
柳　
原　
）　

5  4  
５
０
４
３

◎　
「　
ふ　
れ　
あ　
い　
農　
園　
」　
利　
用　
者　
募　
集　

と　
こ　
ろ　

今　
富　
町　
３　
０　
２　
―　
１　

区　
画　
数　

3  6  
㎡　
、　
1  0  
区　
画　

利　
用　
料　

年　
間　
４　
、　
０　
０　
０　
円　

★　
大　
村　
市　
ふ　
れ　
あ　
い　
農　
園　
協　
議　
会　

（　
農　
業　
水　
産　
課　
内　
・　
内　
線　
２　
５　
５　
）　

「前売場外おおむら」オープン！

大村競艇の前売専用場外発売場が杭出津１丁目

にオープンします。お気軽に舟券が購入できます。

皆さん、どうぞご来場ください。

発売開始　　　　７月７日～

発売時間　　　　午前7時30分～最終レース

払戻・返還時間　午前7時20分～最終レース後15分

発売日数　　　　本場開催日と同じ

1日～ 4日……蒲郡ナイター　　　（場外発売）

1日～ 6日……GⅠ徳山周年　　　 （場外発売）

7日～11日……松浦市長杯組合36周年

若松ナイター　　　（場外発売）

12日～13日……GⅠ常滑周年　　　 （場外発売）

17日～19日……GⅠ鳴門周年　　　 （場外発売）

17日～20日……若松ナイター （場外発売）

20日～25日……GⅡ第8回競艇祭

27日～8月1日…S G第9回オーシャンカップナイター

（場外発売）

28日～8月1日…西日本スポーツ社杯
「西日本軟式野球大会（1部）全国大会」に長崎県
代表として出場したTEAM橋口（橋口順一監督）の皆
さん（5／11・市役所）
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あ
り
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略
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ご
寄
付

ご
好
意

松林飯山資料の寄贈
松林義明さんから、幕末

の大村藩勤王三十七士の中
心人物で、思想家の松林飯
山の関係資料を寄贈されま
した。ありがとうございま
した。（4／1 2）





■人口88,867人（＋113） ■男42,726人（＋57） ■女46,141人（＋56） ■世帯34,843世帯（＋61）
5月末現在　（ ）内は前月比（住基法、外登法に基づく） 「広報おおむら」は再生紙（古紙100％）を使用しています。
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